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伏
見
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の
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西
鶴
の
町
人
物
三
部
作
の
再
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成
に
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じ
　
め
　
に

　
井
原
西
鶴
は
一
六
四
二
年
（
寛
永
一
九
）
に
大
坂
に
生
ま
れ
、
一
六
九
三

年
（
元
禄
六
年
）
八
月
十
日
享
年
五
十
二
歳
で
大
坂
に
没
し
た
。
富
裕
な
大

坂
町
人
と
見
ら
れ
て
お
り
、
十
五
歳
で
俳
諧
を
心
ざ
し
、
二
十
一
歳
こ
ろ
に

俳
諧
の
点
者
と
な
り
、
そ
の
軽
妙
な
句
作
か
ら
「
阿
蘭
陀
流
」
と
呼
ば
れ
、

注
目
は
さ
れ
た
も
の
の
、
俳
諧
師
と
し
て
は
「
異
端
」
と
見
ら
れ
て
い
た
。

　
西
鶴
の
生
涯
に
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
一
六
七
五
年
（
延
宝
三
）

尚

四
月
三
日
の
妻
の
死
去
で
、
こ
の
年
西
鶴
は
三
十
四
歳
、
妻
は
二
十
五
歳
で
、

三
人
の
子
が
あ
っ
た
。
妻
の
死
去
の
二
年
後
の
延
宝
五
年
五
月
二
十
五
日
、

大
坂
生
玉
本
覚
寺
で
「
矢
数
俳
諧
」
（
一
定
時
間
内
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
句
を

詠
み
、
そ
の
数
を
誇
る
）
の
興
業
を
行
っ
た
。
一
日
一
夜
に
千
六
百
句
を
詠
み
、

「
西
鶴
・
俳
諧
大
切
数
」
と
し
て
刊
行
し
た
。
こ
の
記
録
が
延
宝
七
年
に
仙

台
の
俳
諧
師
に
よ
る
三
千
句
に
破
ら
れ
る
と
、
同
八
年
五
月
七
日
か
ら
八
日

に
西
鶴
は
四
千
句
を
詠
ん
で
更
新
し
、
さ
ら
に
一
六
八
四
年
（
貞
享
元
）
に

は
摂
津
住
吉
神
社
で
二
万
三
千
五
百
切
を
詠
み
、
大
記
録
を
達
成
し
た
（
ち

な
み
に
一
分
間
に
十
六
句
と
い
う
計
算
に
な
る
と
い
う
）
。

－172－



　
　
　
　
一
六
八
二
年
（
天
和
二
）
十
月
、
西
鶴
四
十
二
歳
、
処
女
作
の
『
好
色
一

ｊ２
　
代
男
』
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
「
好
色
物
」
と
呼
ば
れ
る
作
品

ぐ
　
群
を
書
き
、
や
が
て
『
武
道
伝
来
記
』
（
一
六
八
七
年
刊
）
な
ど
「
武
家
物
」

　
　
　
に
転
じ
、
『
日
本
永
代
蔵
』
　
・
　
『
西
鶴
織
留
』
　
・
　
『
世
間
胸
算
用
』
を
代
表

　
　
　
と
す
る
「
町
人
物
」
を
書
い
た
。

　
　
　
　
本
稿
で
は
、
こ
の
町
人
物
の
三
部
作
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
鶴

　
　
　
の
時
代
つ
ま
り
一
七
〇
〇
年
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
元
禄
文
化
」
の
時
期
の

　
　
　
諸
都
市
、
具
体
的
に
は
江
戸
、
京
都
、
奈
良
、
伏
見
、
大
津
の
様
相
に
つ
い

　
　
　
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
大
坂
・
堺
・
長
崎
な
ど
を
除
外
し
た
の
は
、
原

尚
　
稿
の
分
量
に
よ
る
理
由
か
ら
で
あ
る
。
大
坂
に
つ
い
て
は
別
に
発
表
す
る
こ

　
　
　
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
稿
は
そ
の
姉
妹
編
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
次
に
本
稿
で
利
用
す
る
西
鶴
の
町
人
物
三
部
作
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明

1
2
0
　
　
し
て
お
こ
う
ｏ

奥
　
　
『
日
本
永
代
蔵
』
は
、
一
六
八
七
年
（
貞
享
四
）
年
こ
ろ
の
執
筆
、
翌
年
正

　
　
　
月
の
刊
行
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
副
題
は
「
大
福
新
長
者
教
」
で
、

　
　
　
全
六
巻
、
各
巻
に
五
話
を
載
せ
、
全
三
十
話
か
ら
な
る
。
巻
頭
に
目
次
に
相

　
　
　
当
す
る
「
目
録
」
を
記
し
、
各
話
の
中
心
と
な
る
人
物
の
象
徴
の
「
紋
所
」

　
　
　
の
よ
う
な
模
様
を
染
め
付
け
た
大
き
な
暖
簾
の
掛
か
っ
た
戸
口
の
絵
を
載
せ

　
　
　
る
。
た
だ
し
各
話
の
主
人
公
は
一
人
と
は
限
ら
ず
、
別
の
主
人
公
の
類
話
や

　
　
　
他
の
例
話
が
付
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
。
『
永
代
蔵
』
の
第
六
巻
の
巻

　
　
　
末
に
は
、
「
此
跡
よ
り
　
人
は
一
代
　
名
は
末
代
　
甚
忍
記
　
全
部
八
冊

　
　
　
仁
之
部
・
義
之
部
・
礼
之
部
・
智
之
部
・
信
之
部
　
板
行
仕
候
」
と
の
出
版

　
　
　
予
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
　
『
甚
忍
記
』
は
準
備
さ
れ
た
も
の
の
、
完

成
・
板
行
に
は
い
た
ら
ず
、
そ
の
草
稿
を
含
む
遺
稿
は
死
後
に
『
西
鶴
織

留
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
『
西
鶴
織
留
』
は
、
一
六
九
四
年
（
元
禄
七
）
三
月
に
板
行
さ
れ
た
。
全
六

巻
で
、
第
一
巻
は
四
話
、
第
二
巻
は
五
話
、
第
三
巻
は
四
話
、
第
四
巻
・
第

五
巻
は
各
三
話
、
第
六
巻
は
四
話
と
な
っ
て
お
り
、
都
合
二
十
三
話
で
あ
る
。

各
話
は
必
ず
し
も
主
要
人
物
が
一
人
と
は
限
ら
な
い
。
第
一
巻
・
第
二
巻
は

「
西
鶴
織
留
　
本
朝
町
人
鑑
（
本
朝
町
人
か
が
み
）
」
と
題
さ
れ
、
第
三
巻
か

ら
第
六
巻
は
「
西
鶴
織
留
　
世
農
人
心
（
世
の
人
ご
こ
ろ
）
」
と
い
う
題
に

な
っ
て
い
る
。
西
鶴
は
『
本
朝
町
人
鑑
』
と
『
世
の
人
心
』
と
『
永
代
蔵
』

と
を
合
わ
せ
て
「
三
部
の
書
」
と
し
よ
う
と
し
た
と
、
『
織
留
』
の
編
者
の

北
村
団
水
（
団
粋
）
は
そ
の
序
文
に
記
し
て
い
る
。
『
甚
忍
記
』
と
し
て
書
　
　
一

い
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
よ
り
も
『
町
人
鑑
』
と
『
人
心
』
に
分
け
た
方
が
　
　
ｍ

よ
い
と
、
西
鶴
は
考
え
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
・
し
た
が
゜
て
『
織
留
』
　
　
　
一

は
、
『
永
代
蔵
』
以
降
に
時
に
触
れ
て
書
き
た
め
た
も
の
で
あ
り
、
次
の

『
世
間
胸
算
用
』
の
完
成
後
に
書
か
れ
た
部
分
も
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
推
敲

を
加
え
る
予
定
の
も
の
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
甚
忍
記
』
が
完
成
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
、
一
六
八
八
年
（
元
禄
元
）
こ
ろ
か
ら
西
鶴
を
襲
っ
た
激
し
い

目
の
痛
み
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
世
間
胸
算
用
』
は
、
一
六
九
二
年
（
元
禄
五
）
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
翌

年
八
月
に
西
鶴
は
没
す
る
か
ら
、
最
晩
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
全
五

巻
、
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
四
話
か
ら
な
り
、
合
計
二
十
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

各
話
の
主
要
人
物
が
一
人
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
、
前
二
作
と
同
じ
で
あ
る

が
、
副
題
に
「
大
晦
日
（
お
ほ
っ
ご
も
り
）
は
一
日
千
金
」
と
あ
る
よ
う
に
、
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大
晦
日
の
年
の
越
し
方
と
い
う
共
通
の
場
面
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
簡
単
な
三
部
作
の
紹
介
で
あ
る
が
、
『
永
代
蔵
』
は
町
人
た
ち
の

経
済
文
化
を
描
き
な
が
ら
、
副
題
の
「
大
福
新
長
者
教
」
に
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
や
や
教
訓
め
い
た
「
オ
チ
」
（
落
語
な
ど
の
「
オ
チ
」
）
を
付
そ
う
と
す

る
意
図
が
あ
る
。
『
織
留
』
に
も
同
様
の
意
趣
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
霊

異
譚
め
い
た
部
分
が
付
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
西
鶴
の
一
分
野
で
あ
る
「
雑

話
物
」
的
な
色
彩
も
う
か
が
え
る
。
そ
れ
に
比
し
『
胸
算
用
』
は
、
ほ
と
ん

ど
「
オ
チ
」
を
無
視
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
の
哀

歓
や
悲
哀
は
痛
切
で
、
人
間
性
そ
の
も
の
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
感

が
強
い
。
お
そ
ら
く
元
禄
元
年
こ
ろ
の
眼
病
を
契
機
に
、
西
鶴
自
身
に
人
生

へ
の
あ
る
種
の
諦
念
が
生
ま
れ
、
逆
に
諸
々
の
人
間
の
生
き
ざ
ま
へ
の
愛
着

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
西
鶴
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
そ
の
ま
ま
を
引
用
す
る

の
で
は
な
く
、
一
読
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
古
語
ま
じ
り
の
現
代
訳
と

し
た
。
不
必
要
な
部
分
は
文
章
の
途
中
で
あ
っ
て
も
省
略
し
た
り
、
読
み
や

す
い
よ
う
に
段
落
を
勝
手
に
分
け
た
が
、
そ
れ
は
一
々
断
わ
っ
て
い
な
い
し
、

や
や
意
訳
め
い
た
部
分
も
加
え
た
場
合
も
あ
る
。
西
鶴
の
文
章
は
関
西
人
に

と
っ
て
は
、
さ
ほ
ど
難
解
な
も
の
で
は
な
い
が
、
や
た
ら
と
長
い
文
章
が
つ

づ
き
、
形
容
語
が
し
ば
し
ば
重
ね
ら
れ
る
た
め
で
も
あ
る
。
正
確
な
引
用
文

は
、
西
鶴
の
原
文
に
改
め
て
あ
だ
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
引
用
部
分
の
末
尾
の
『
永
』
は
『
日
本
永
代
蔵
』
、
『
胸
』
は
『
世
間
胸
算

用
』
、
『
織
』
は
『
西
鶴
織
留
』
を
示
し
、
漢
数
字
は
そ
の
巻
数
、
算
用
数
字

は
そ
の
中
の
何
話
に
あ
た
る
か
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
引
用
の
中
の

（
　
）
は
読
み
方
、
〔
　
〕
は
意
味
あ
る
い
は
補
足
で
あ
る
。

・ ： ． ． ｜

天
下
の
御
城
下
、
江
戸

　
西
鶴
は
、
諸
国
の
神
が
出
雲
に
集
ま
り
、
国
々
の
恵
方
を
つ
か
さ
ど
る
年

徳
の
神
を
決
め
、
正
月
を
迎
え
る
準
備
に
か
か
る
と
い
う
俗
信
を
利
用
し
て
、

日
本
の
都
市
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
諸
国
の
神
々
、
毎
年
十
月
出
雲
の
大
社
に
集
ま
り
給
い
、
氏
の
安
全
の

御
相
談
あ
そ
ば
し
、
国
々
へ
の
年
徳
の
神
を
極
め
、
春
の
こ
と
ど
も
を
取
り

急
ぎ
給
う
に
、
〔
京
・
江
戸
・
大
坂
の
〕
三
つ
の
津
へ
の
年
神
は
、
中
に
も

徳
の
備
わ
る
を
選
び
出
し
、
奈
良
・
堺
へ
も
老
功
の
神
た
ち
、
ま
た
長
崎
・

大
津
・
伏
見
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
神
役
を
分
け
て
、
さ
て
一
国
一
城
の
所
、
あ

る
い
は
船
着
き
場
・
山
間
の
都
市
、
繁
盛
の
里
々
を
見
立
て
て
、
そ
の
ほ
か

都
逼
か
の
嶋
住
ま
い
・
片
流
れ
の
屋
根
の
一
軒
家
に
も
、
餅
つ
き
て
門
松
立

て
る
門
に
は
、
春
の
来
た
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
な
し
」
（
『
胸
』
三
－
４
）
。

　
京
都
・
大
坂
・
江
戸
の
三
都
が
最
大
都
市
、
奈
良
・
堺
・
長
崎
・
大
津
・

伏
見
の
五
都
市
を
中
都
市
、
主
要
城
下
町
な
ど
を
小
都
市
と
み
て
い
る
。

　
江
戸
は
「
天
下
の
御
城
下
」
（
『
永
』
三
－
１
）
で
、
そ
の
繁
栄
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
天
下
泰
平
、
国
土
万
人
は
江
戸
商
い
を
心
が
け
、
そ
の
道
そ
の
道
の
店

出
し
て
、
諸
国
よ
り
の
荷
物
、
船
路
・
陸
路
の
馬
、
毎
日
数
万
駄
、
問
屋
に

着
く
。
こ
れ
を
見
れ
ば
世
界
に
は
、
金
銀
は
沢
山
あ
る
も
の
な
の
に
、
こ
れ

を
儲
け
る
才
覚
が
で
き
ぬ
こ
と
は
、
諸
商
人
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
口
惜

170－-



　
　
　
し
い
。

う４
　
　
さ
る
ほ
ど
に
十
二
月
十
五
日
よ
り
通
り
町
〔
日
本
橋
筋
・
中
橋
筋
・
京
町

ぐ
　
筋
〕
の
繁
昌
、
世
に
宝
の
市
と
は
こ
こ
の
こ
と
。
常
々
の
日
用
品
の
店
は
さ

　
　
　
て
置
き
、
正
月
の
景
色
で
は
、
京
羽
子
板
・
玉
ぶ
り
ぶ
り
細
工
〔
正
月
の
玩

　
　
　
具
〕
に
金
銀
ち
り
ば
め
、
破
魔
弓
一
つ
を
小
判
二
両
な
ど
で
買
う
人
が
あ
る

　
　
　
の
は
、
大
名
の
子
息
に
限
ら
ず
、
町
人
ま
で
も
気
が
大
き
い
。

　
　
　
　
町
筋
の
中
央
に
店
ま
で
出
し
て
、
商
い
に
暇
な
く
、
銭
は
水
の
ご
と
く
流

　
　
　
れ
、
白
銀
は
雪
の
よ
う
に
降
り
し
き
る
。
富
士
の
山
影
豊
か
に
、
日
本
橋
の

　
　
　
人
の
足
音
は
、
百
千
万
の
車
の
と
ど
ろ
き
。
船
町
の
魚
市
の
毎
朝
の
売
り
帳

尚
　
を
見
れ
ば
、
四
方
は
海
と
は
い
え
、
よ
く
も
鱗
の
種
が
続
く
も
の
だ
と
話
題

　
　
　
に
な
る
。

　
　
　
　
神
田
須
田
町
の
八
百
屋
の
毎
日
の
大
根
は
、
里
馬
数
万
駄
で
運
び
、
ま
る

ｍ
　
　
で
畠
が
歩
い
て
く
る
よ
う
・
半
切
り
に
並
べ
た
唐
辛
子
は
ヽ
秋
深
き
竜
田
の

奥
　
山
を
武
蔵
野
に
見
る
よ
う
で
、
瀬
戸
物
町
・
麹
町
で
売
る
雁
や
鴨
は
、
さ
な

　
　
　
が
ら
地
上
に
黒
雲
が
延
び
た
か
の
よ
う
。

　
　
　
　
本
町
の
呉
服
物
は
、
五
色
の
京
染
め
・
武
家
屋
敷
向
け
の
散
ら
し
模
様
で
、

　
　
　
四
季
を
一
度
に
眺
め
、
そ
の
華
麗
な
こ
と
。
伝
馬
町
の
摘
み
綿
は
、
吉
野
の

　
　
　
曙
の
山
か
と
見
え
、
夕
べ
に
は
提
灯
連
な
り
、
道
は
明
ら
か
に
、
大
晦
日
の

　
　
　
夜
に
入
り
て
も
一
夜
千
金
の
家
々
の
大
商
い
。
こ
と
に
足
袋
・
雪
駄
は
、
諸

　
　
　
職
人
が
万
事
の
買
い
物
納
め
に
、
明
け
方
に
な
っ
て
調
え
に
来
る
。

　
　
　
　
あ
る
年
、
雪
駄
が
一
足
、
足
袋
が
片
足
も
な
い
こ
と
あ
り
。
日
本
第
一
の

　
　
　
人
の
集
ま
り
所
な
れ
ば
な
り
。
宵
の
程
は
一
足
が
七
分
、
八
分
の
雪
駄
、
夜

　
　
　
半
過
ぎ
に
は
一
匁
二
三
分
と
な
り
、
夜
明
け
方
に
は
二
匁
五
分
に
な
れ
ど
も
、

買
う
人
ば
か
り
に
て
売
る
物
な
し
。

　
あ
る
年
、
掛
け
小
鯛
二
枚
が
十
八
匁
ず
つ
せ
し
こ
と
も
あ
り
。
橿
（
だ
い

だ
い
）
　
一
つ
が
金
子
二
歩
ず
つ
せ
し
に
、
高
く
て
買
わ
な
い
と
い
う
こ
と
な

し
。
京
・
大
坂
に
て
は
相
場
違
い
の
物
は
、
た
と
え
祝
儀
物
に
し
て
か
ら
、

中
々
調
え
る
べ
き
人
の
心
に
は
あ
ら
ず
。
こ
こ
を
も
っ
て
江
戸
は
、
大
名
気

と
は
い
え
り
。
京
・
大
坂
に
住
み
慣
れ
て
心
の
小
さ
い
者
も
、
〔
江
戸
の
〕

気
に
あ
て
ら
れ
、
銭
を
一
々
勘
定
す
る
こ
と
な
し
。
小
判
を
厘
秤
（
り
ん
だ

め
）
〔
厘
を
量
る
小
さ
い
秤
〕
　
に
か
け
る
こ
と
も
な
し
。
軽
き
を
取
れ
ば
そ

の
ま
ま
先
に
渡
し
、
世
の
廻
り
持
ち
の
宝
な
れ
ば
、
一
人
と
し
て
吟
味
す
る

こ
と
も
な
し
。

　
十
七
八
日
ま
で
の
上
方
へ
の
銀
飛
脚
の
宿
を
見
る
に
、
大
分
（
だ
い
ぶ
）

の
金
銀
色
も
変
わ
ら
ず
上
り
て
は
下
り
、
一
年
に
道
中
を
幾
た
び
す
る
か
、

金
銀
ほ
ど
辛
ら
く
苦
労
な
も
の
は
な
し
。
こ
れ
ほ
ど
世
に
多
き
金
銀
な
れ
ど

も
、
小
判
一
両
持
た
ず
に
江
戸
に
も
年
を
と
る
者
あ
り
。

　
さ
れ
ば
歳
暮
の
御
使
者
と
て
、
太
刀
目
録
、
御
小
袖
、
樽
肴
、
箱
入
り
蝋

燭
、
何
を
見
て
も
万
代
の
春
め
い
て
、
町
並
み
の
門
松
、
こ
れ
ぞ
千
歳
山
の

山
口
、
常
磐
橋
の
朝
日
影
、
豊
か
に
豊
か
に
万
民
の
身
に
照
り
添
い
、
曇
ら

ぬ
春
に
会
う
よ
う
だ
」
（
『
胸
』
五
－
４
）
。

　
こ
れ
は
『
世
間
胸
算
用
』
の
結
び
の
章
な
の
で
、
「
江
戸
誉
め
」
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
「
小
判
一
両
持
た
ず
に
、
江
戸
に
も
年
を
取
る
者
あ
り
」

と
貧
者
の
点
景
が
、
添
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
心
憎
い
。

　
江
戸
は
「
天
下
の
御
城
下
」
で
あ
っ
た
が
、
「
江
戸
は
天
下
の
町
人
北

村
・
奈
良
屋
・
樽
屋
を
は
じ
め
」
（
『
織
』
一
－
１
）
豪
商
が
多
か
っ
た
こ
と
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元禄期の江戸、京都、奈良、伏見、大津の具体相
）５（

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
は
、
江
戸
駿
河
町
の
三
井
九
郎

右
衛
門
の
場
合
を
西
鶴
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
「
三
井
九
郎
右
衛
門
と
い
う
男
、
駿
河
町
と
い
う
所
に
、
面
九
関
に
四
十

間
、
棟
高
く
長
屋
作
り
し
て
、
新
店
を
出
し
、
万
現
銀
売
り
に
掛
け
値
な
し

と
定
め
、
四
十
余
人
、
利
発
な
手
代
を
追
い
回
し
、
一
人
一
色
の
役
目
。
た

と
え
ば
金
欄
類
一
人
、
日
野
・
郡
内
絹
類
一
人
、
羽
二
重
一
人
、
沙
綾
（
さ

や
）
類
一
人
、
紅
（
も
み
）
類
一
人
、
麻
袴
類
一
人
、
毛
織
類
一
人
、
こ
の

如
く
手
分
け
し
て
、
天
驚
兎
（
び
ろ
Ｉ
ど
）
は
一
寸
四
方
、
緞
子
は
毛
抜
袋

に
な
る
程
。
緋
総
子
は
鑓
印
の
長
さ
、
龍
門
の
袖
覆
輪
は
片
方
だ
け
で
も
、

自
由
に
売
り
渡
し
ぬ
。
こ
と
さ
ら
、
俄
の
目
見
え
の
斑
斗
目
・
急
ぎ
の
羽
織

な
ど
は
、
そ
の
使
い
を
待
た
せ
、
数
十
人
の
手
前
細
工
人
立
ち
並
び
、
即
座

に
仕
立
て
て
こ
れ
を
渡
し
ぬ
。
さ
に
よ
っ
て
家
栄
え
、
毎
日
金
子
百
五
十
両

ず
つ
均
し
に
商
売
し
け
る
と
な
り
」
（
『
永
』
一
１
４
）
。

　
三
井
は
加
工
品
を
マ
ニ
ュ
フ
″
ク
チ
ャ
ー
に
よ
り
生
産
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
原
材
料
は
諸
国
か
ら
江
戸
へ
流
入
す
る
。

　
大
和
の
小
百
姓
か
ら
大
百
姓
に
な
り
、
や
が
て
綿
商
人
と
な
っ
た
男
は
、

大
和
・
摂
津
・
河
内
か
ら
木
綿
を
買
い
込
み
、
打
ち
綿
に
し
て
江
戸
に
送
っ

て
い
る
（
『
永
』
五
－
３
）
。
京
都
で
染
め
物
の
新
工
夫
を
し
て
、
そ
の
染
め

物
を
自
か
ら
江
戸
へ
運
ぶ
染
物
屋
も
お
り
、
彼
は
江
戸
か
ら
は
奥
州
筋
の
絹

綿
を
仕
入
れ
て
、
京
都
へ
戻
っ
て
い
る
（
『
永
』
四
Ｉ
Ｉ
）
。
江
戸
向
け
の
酒

を
難
波
か
ら
（
『
永
』
六
－
５
）
、
伊
丹
か
ら
（
『
織
』
一
－
Ｉ
）
送
り
、
江
戸
廻

し
油
（
『
胸
』
五
－
２
）
も
あ
る
。

　
物
が
動
け
ば
人
も
動
く
。
江
戸
の
商
人
は
出
羽
の
酒
田
の
米
問
屋
に
現
わ

れ
（
『
永
』
ニ
ー
５
）
、
長
崎
で
外
国
品
を
買
う
（
『
永
』
五
－
Ｉ
）
。
伊
勢
神
宮

に
参
詣
し
て
散
財
し
（
『
永
』
四
－
３
）
、
莫
大
な
費
用
を
使
っ
て
京
都
の
顔

見
せ
芝
居
を
見
物
す
る
（
『
胸
』
三
－
Ｉ
）
。
も
ち
ろ
ん
逆
に
京
都
の
呉
服
屋

が
江
戸
に
出
店
も
す
る
が
、
次
第
に
そ
れ
は
手
詰
ま
り
に
な
っ
て
い
く

（
『
永
』
一
－
４
）
。

　
江
戸
の
経
済
の
繁
栄
は
、
そ
こ
へ
人
を
引
き
つ
け
る
。
江
戸
で
ひ
と
稼
ぎ

し
よ
う
と
人
々
が
集
ま
る
こ
と
は
、
京
都
の
分
限
者
の
息
子
が
勘
当
さ
れ
て
、

江
戸
で
Ｉ
旗
揚
げ
よ
う
と
す
る
話
が
あ
る
。
そ
の
話
の
中
に
は
、
品
川
東
海

寺
の
門
前
に
た
む
ろ
す
る
乞
食
の
な
か
に
、
大
和
の
龍
田
で
酒
を
造
っ
て
い

た
の
に
、
江
戸
で
大
儲
け
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
者
、
泉
州
堺
の
諸
芸
す

べ
て
に
通
じ
た
男
で
あ
る
が
、
日
常
の
用
に
は
役
に
立
た
ず
生
活
の
手
段
が

な
い
者
な
ど
が
で
て
く
る
（
『
永
』
ニ
ー
３
）
。
よ
く
似
た
話
に
は
、
京
都
室

町
の
大
商
人
の
息
子
が
、
親
か
ら
譲
り
受
け
た
財
産
を
使
い
は
た
し
、
身
に

つ
け
た
芸
事
だ
け
で
江
戸
に
出
か
け
る
が
、
芸
事
で
は
生
活
の
役
に
は
立
た

ず
に
京
都
に
逃
げ
戻
る
話
も
あ
る
（
『
永
』
六
－
２
）
。
ど
こ
の
人
物
か
は
わ

か
ら
ぬ
が
、
江
戸
に
向
か
う
職
人
三
人
が
、
東
海
道
の
関
の
宿
か
ら
思
い

立
っ
て
伊
勢
参
宮
を
す
る
話
も
あ
る
（
『
織
』
四
－
３
）
。
こ
れ
も
失
敗
す
れ

ば
、
乞
食
に
な
る
か
、
逃
げ
戻
る
か
と
な
ろ
う
。

　
江
戸
に
出
か
け
て
成
功
し
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
三
井
九
郎
右
衛
門
も

そ
う
で
あ
り
、
彼
の
父
は
伊
勢
松
阪
を
本
拠
と
し
た
。
伊
勢
山
田
か
ら
十
年

年
季
で
雇
わ
れ
た
十
四
歳
の
小
者
は
、
江
戸
で
銭
店
を
営
む
そ
の
雇
い
主
と

の
話
の
小
者
で
あ
り
、
江
戸
で
成
功
す
る
。
「
後
に
は
色
々
な
知
恵
を
出
し
、

船
着
き
場
に
自
由
に
な
る
行
水
用
の
船
を
こ
し
ら
え
、
刻
み
昆
布
を
目
方
で
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売
り
、
内
面
に
渥
青
を
塗
り
油
量
の
少
な
く
て
済
む
油
皿
・
絞
り
鹿
子
の
紙

ｊ６
　
　
の
タ
バ
コ
入
れ
な
ど
を
考
え
た
。
十
五
年
せ
ぬ
う
ち
に
三
万
両
の
分
限
と
な

ぐ
　
り
ヽ
霊
厳
島
に
隠
居
所
を
立
て
、
二
人
の
親
に
孝
行
し
た
」
と
あ
る
（
『
永
』

　
　
　
六
－
２
）
。

　
　
　
　
ま
た
同
じ
く
江
戸
に
出
か
け
て
の
成
功
話
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

　
　
　
る
。
あ
る
時
、
宵
に
焚
い
た
鍋
の
下
に
、
次
の
日
ま
で
火
が
残
っ
て
い
る
の

　
　
　
を
不
思
議
に
思
い
、
焚
き
草
を
気
を
つ
け
て
み
る
と
、
茄
子
の
木
と
犬
蓼
の

　
　
　
灰
だ
か
ら
と
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
人
の
知
ら
ぬ
重
宝
と
、
何
も
持
た
ず
に
江

　
　
　
戸
へ
下
り
、
銅
細
工
す
る
人
を
語
ら
っ
て
、
は
じ
め
て
懐
炉
を
作
り
だ
し
、

尚
　
霜
月
よ
り
売
り
始
め
、
程
な
く
大
分
限
と
な
っ
た
。
こ
の
主
人
公
は
、
大
坂

　
　
　
で
奈
良
草
履
屋
を
営
ん
で
い
た
が
、
稼
い
で
も
み
な
人
に
取
ら
れ
る
こ
と
が

　
　
　
嫌
に
な
り
、
一
旦
は
女
房
の
里
の
住
吉
の
南
の
遠
里
小
野
に
移
り
、
そ
こ
で

田
　
手
習
い
の
子
ど
も
に
教
え
ヽ
謡
を
習
っ
て
き
て
は
そ
れ
を
教
え
る
よ
う
な
こ

奥
　
と
を
し
、
次
第
に
誰
も
習
わ
な
く
な
っ
て
、
銭
三
十
文
を
儲
け
る
方
法
さ
え

　
　
　
な
く
な
っ
た
男
で
あ
る
（
『
織
』
一
１
２
）
。

　
　
　
　
江
戸
に
限
ら
ず
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
「
い
か
な
、
い
か
な
、

　
　
　
広
き
御
城
下
江
戸
な
れ
ど
、
日
本
の
賢
き
人
の
寄
り
合
い
、
銭
三
文
、
あ
だ

　
　
　
に
は
儲
け
さ
せ
ず
」
（
『
永
』
ニ
ー
３
）
で
あ
り
、
「
い
か
に
繁
昌
の
所
な
れ
ば

　
　
　
と
て
、
常
の
働
き
に
て
は
長
者
に
な
り
が
た
し
」
（
『
永
』
六
－
２
）
で
あ
る
。

二
　
呉
服
の
都
市
、
京
都

次
に
は
京
都
を
見
よ
う
。

　
「
京
は
広
う
御
座
る
」
（
『
織
』
四
－
Ｉ
）
、
「
都
の
広
さ
は
」
（
『
織
』
六
－
Ｉ
）
、

「
京
の
広
い
こ
と
を
知
ら
ぬ
」
（
『
胸
』
四
－
Ｉ
）
な
ど
と
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん

京
都
の
空
間
的
な
広
さ
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
京
都
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
家
が
あ
り
と
で
も
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
京
都
の
家
々
の
多
種
多
様
な
あ

り
方
を
い
い
、
ま
た
「
都
は
目
広
き
所
な
が
ら
」
（
『
織
』
一
－
４
）
と
あ
る

よ
う
に
、
京
都
に
暮
ら
す
人
び
と
の
見
聞
の
広
さ
を
も
同
時
に
含
め
て
も
い

る
。
空
間
と
し
て
の
京
都
は
、
「
京
に
限
ら
ず
、
江
戸
・
大
坂
の
端
々
、
空

き
地
・
野
原
ま
で
少
し
の
空
き
所
も
な
く
、
人
家
立
ち
っ
づ
き
」
（
『
永
』

六
－
５
）
と
、
繁
栄
を
き
わ
め
た
都
市
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
京
都
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
御
所
方
へ
の
お
出
入
り
」
（
『
織
』

ニ
ー
４
）
、
「
御
所
に
近
う
召
さ
れ
る
」
（
『
織
』
六
－
Ｉ
）
な
ど
と
あ
り
、
さ
ら

に
は
「
私
も
内
裏
様
の
娘
に
生
ま
れ
ま
し
た
れ
ば
」
（
『
織
』
四
－
Ｉ
）
と
庶

民
の
冗
談
に
さ
え
な
る
、
天
皇
・
公
家
の
居
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
公
家
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
豪
華
な
蚊
帳
の
注
文
主
を
、

庶
民
が
「
い
か
な
る
高
家
の
御
物
ず
き
」
（
『
織
』
一
－
４
）
と
噂
す
る
ほ
ど

の
裕
福
な
公
家
も
い
る
。
も
っ
と
も
受
注
し
た
商
人
は
、
発
注
主
は
町
人
と

あ
か
し
て
、
「
公
家
も
大
名
も
大
方
の
衆
は
な
る
ま
じ
」
と
い
う
。

　
一
方
、
「
そ
の
昔
」
で
は
あ
る
が
、
「
貧
乏
公
家
あ
っ
て
、
質
物
に
事
欠
か

れ
、
柿
本
人
麻
呂
よ
り
以
来
は
我
な
り
と
自
慢
せ
ら
れ
し
髭
を
、
銀
一
貫
目

に
質
に
置
か
れ
け
る
に
」
（
『
織
』
五
１
４
）
と
い
う
貧
乏
な
公
家
も
い
た
。

「
た
と
え
ば
公
家
の
落
と
し
子
・
大
名
の
血
筋
と
い
え
ば
と
て
、
昔
の
剱
の

売
り
食
い
、
運
は
天
に
ま
か
せ
、
具
足
は
質
屋
に
あ
り
て
は
、
時
の
役
に
は

立
ち
が
た
し
」
（
『
永
』
五
－
２
）
と
も
あ
る
。
商
人
が
女
郎
の
名
を
「
こ
れ
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は
聞
き
も
及
ば
ぬ
御
公
家
衆
の
御
名
な
り
」
（
『
永
』
一
－
２
）
と
間
違
え
る

よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。

　
西
鶴
は
大
商
人
に
つ
い
て
は
名
前
だ
け
を
記
し
、
そ
の
内
実
に
は
ほ
と
ん

ど
触
れ
て
い
な
い
。
京
都
の
大
商
人
に
つ
い
て
も
、
「
京
の
お
歴
々
」
（
『
永
』

ニ
ー
ー
）
・
「
広
き
都
に
三
十
六
人
の
歌
仙
分
限
」
（
『
織
』
ニ
ー
２
）
な
ど
と

す
る
。
例
外
的
に
京
都
の
大
富
豪
の
話
を
、
大
商
人
の
隠
居
の
引
っ
越
し
と

い
う
形
で
描
い
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
車
三
輛
に
銀
箱
を
積
」
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
三
十
五

年
前
の
明
暦
元
年
四
月
に
蔵
に
入
れ
て
以
来
、
は
じ
め
て
蔵
か
ら
出
し
た
も

の
で
、
「
こ
の
銀
を
出
す
つ
い
で
に
、
向
か
い
屋
敷
の
内
蔵
を
見
る
と
、
寛

永
年
中
（
約
五
十
年
前
）
の
書
付
の
銀
箱
も
山
の
ご
と
し
」
で
あ
る
。
し
か

も
こ
れ
は
隠
居
の
分
で
あ
り
、
財
産
の
本
体
で
は
な
い
。
ま
た
隠
居
付
き
の

女
中
は
十
一
人
で
、
本
家
が
衣
替
え
に
衣
を
配
る
使
用
人
は
、
男
四
十
八
、

女
五
十
一
、
成
人
前
の
子
ど
も
二
十
七
、
合
わ
せ
て
百
二
十
六
人
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
隠
居
は
、
総
じ
て
商
人
は
吝
嗇
〔
ヶ
チ
〕
　
で
あ
る
の
に
、
「
我

ら
が
旦
那
は
、
万
事
大
名
風
に
し
て
、
一
代
を
栄
華
に
暮
ら
し
」
た
と
あ
る

（
『
胸
』
四
－
Ｉ
）
。

　
京
都
の
富
裕
な
商
人
は
、
「
都
の
長
者
は
、
金
銀
の
外
に
諸
道
具
を
持
ち

伝
え
た
り
。
亀
屋
と
い
え
る
家
の
茶
入
れ
は
、
一
つ
銀
三
貫
目
で
糸
屋
へ
も

ら
い
う
け
る
こ
と
あ
り
。
二
十
万
両
の
差
引
勘
定
を
、
年
賦
で
済
ま
す
両
替

屋
も
あ
り
。
と
か
く
都
の
出
来
事
は
、
外
に
て
は
成
り
立
ち
が
た
し
。
昔
の

長
者
が
絶
え
れ
ば
、
新
長
者
が
現
わ
れ
て
、
繁
昌
は
次
第
増
さ
り
な
り
」

（
『
永
』
六
－
５
）
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
京
都
の
商
人
も
吝
嗇
で
、
「
京
の
人
、
す
ぐ
れ
て
し
わ
し
〔
悋

し
・
吝
嗇
で
あ
る
〕
」
（
『
永
』
四
－
３
）
、
「
京
の
室
町
に
て
は
、
鯛
一
枚
を
二

匁
四
分
に
て
買
い
取
り
、
五
つ
に
分
け
て
柾
秤
（
チ
ギ
）
〔
棹
秤
〕
　
に
か
け

て
取
る
」
（
『
永
』
六
－
２
）
と
あ
り
、
「
〔
鯉
や
鮒
の
〕
刺
身
を
作
り
て
、
盛

り
売
り
に
五
分
・
三
分
で
も
自
由
に
調
え
け
れ
ば
、
京
は
台
所
の
こ
と
せ
ち

が
し
こ
く
、
人
へ
の
振
る
舞
い
も
こ
れ
に
て
埓
を
明
け
」
（
『
永
』
五
－
２
）

る
と
あ
る
。
「
京
・
大
坂
に
て
は
、
相
場
違
い
の
物
は
、
た
と
え
祝
儀
物
に

し
て
か
ら
、
中
々
調
え
る
べ
き
人
心
に
は
あ
ら
ず
」
（
『
胸
』
五
－
４
）
「
京
・

大
坂
に
住
み
慣
れ
て
心
の
小
さ
き
者
」
（
同
）
と
も
あ
る
。

　
吝
嗇
な
の
は
日
常
の
食
生
活
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
商
人

の
話
も
あ
る
。

　
「
今
の
都
に
住
み
な
が
ら
、
四
条
の
橋
を
東
へ
渡
ら
ず
、
大
宮
通
り
よ
り

丹
波
口
の
西
へ
行
か
ず
、
諸
山
の
出
家
を
寄
せ
付
け
ず
、
諸
浪
人
を
近
づ
け

ず
、
虫
の
起
き
た
腹
に
は
自
家
の
薬
を
用
い
、
昼
は
家
職
を
大
事
に
勤
め
、

夜
は
内
を
出
ず
し
て
、
若
い
と
き
に
習
い
お
き
し
小
謡
を
、
そ
れ
も
両
隣
を

憚
り
地
声
に
し
て
、
我
ひ
と
り
の
慰
め
に
な
し
け
る
。
灯
火
受
け
て
本
を
見

る
こ
と
は
あ
ら
ず
。
覚
え
た
と
お
り
に
、
世
の
費
え
を
せ
ざ
り
き
。
こ
の
男
、

一
生
の
う
ち
一
度
も
草
履
の
鼻
緒
切
ら
ず
、
釘
の
頭
に
袖
を
掛
け
て
破
ら
ず
。

万
に
気
を
付
け
て
、
そ
の
身
一
代
に
弐
千
貫
目
し
こ
た
め
」
だ
（
『
永
』
一
－

２
）
。

　
こ
れ
も
一
種
の
食
料
の
話
だ
が
、
正
月
用
の
餅
を
自
分
の
家
で
は
っ
か
ず

に
、
餅
屋
で
調
達
す
る
商
人
の
話
も
あ
る
。
そ
の
商
人
は
、
餅
屋
か
ら
届
い

た
つ
き
た
て
の
餅
を
、
そ
の
場
で
受
け
取
っ
た
手
代
に
、
「
こ
の
家
に
奉
公
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す
る
ほ
ど
に
も
な
き
者
ぞ
」
と
叱
る
。
そ
の
理
由
は
、
餅
は
つ
き
た
て
の
熱

ｊ８
　
　
い
と
き
に
は
水
分
を
含
ん
で
い
て
、
重
さ
が
重
く
な
る
か
ら
、
冷
え
て
か
ら

ぐ
　
水
分
が
な
く
な
っ
た
重
さ
で
買
え
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
の
商
人
の
日
常
の
生
活
も
吝
嗇
で
、
「
不
断
の
身
持
ち
、
肌
に
単
裾
抑

　
　
　
（
ひ
と
え
じ
ゅ
ば
ん
）
、
大
布
子
〔
木
綿
の
綿
入
れ
〕
に
綿
三
百
目
入
れ
て
、

　
　
　
一
つ
よ
り
外
に
着
る
こ
と
な
し
。
袖
覆
輪
〔
袖
の
擦
り
切
れ
防
止
に
別
布
で

　
　
　
覆
う
〕
と
い
う
こ
と
、
こ
の
人
取
り
は
じ
め
て
、
当
世
の
風
俗
と
し
て
見
良

　
　
　
げ
に
な
り
、
ま
た
始
末
に
も
な
り
ぬ
。
一
生
の
内
、
絹
物
と
て
は
紬
の
花
色

　
　
　
〔
繰
色
・
は
な
だ
い
ろ
〕
　
の
み
。
そ
の
上
、
着
た
こ
と
も
な
い
も
う
一
つ
を

尚
　
海
松
（
み
る
）
茶
染
め
に
せ
し
こ
と
、
若
い
時
の
無
分
別
と
二
十
年
こ
れ
を

　
　
　
悔
し
く
思
い
ぬ
。

　
　
　
　
紋
所
を
定
め
ず
、
丸
の
内
に
三
つ
引
き
、
ま
た
一
寸
八
分
の
巴
を
付
け
、

田
　
土
用
干
し
に
も
畳
の
上
に
直
に
は
置
か
ず
・
麻
袴
に
鬼
編
＾
お
に
か
と
乞

奥
　
　
の
肩
衣
、
幾
年
か
折
り
目
正
し
く
取
り
置
か
れ
け
る
。
町
内
で
出
ね
ば
な
ら

　
　
　
ぬ
葬
礼
に
は
、
是
非
も
な
く
鳥
部
山
に
送
る
も
の
の
、
人
よ
り
遅
れ
て
帰
る

　
　
　
途
中
に
、
六
波
羅
の
野
道
に
て
丁
稚
と
と
も
に
、
苦
參
（
と
う
や
く
）
〔
セ
ン

　
　
　
ブ
リ
〕
を
引
き
抜
き
、
『
こ
れ
を
陰
干
し
に
す
れ
ば
、
腹
薬
な
る
ぞ
』
と
た

　
　
　
だ
で
は
通
ら
ず
。
つ
ま
づ
く
所
で
は
火
打
ち
石
を
拾
い
扶
に
入
れ
け
る
」

　
　
　
（
『
永
』
ニ
ー
ー
）
。

　
　
　
　
そ
う
は
い
っ
て
も
京
都
の
商
人
は
一
般
に
豊
か
で
、
「
目
の
前
の
桜
鯛
は
、

　
　
　
見
た
が
る
京
の
者
に
見
せ
よ
と
、
毎
夜
魚
の
荷
を
京
に
上
ら
せ
」
（
『
胸
』

　
　
　
三
－
４
）
、
「
山
ば
か
り
の
京
に
て
は
真
魚
鰹
も
食
い
」
（
同
）
と
も
あ
る
。

　
　
　
　
こ
う
し
た
京
都
の
商
人
の
あ
り
方
は
、
次
の
よ
う
に
も
記
さ
れ
る
。

　
「
天
下
の
町
人
な
れ
ば
、
京
の
人
心
、
何
ぞ
と
い
う
時
は
大
気
な
る
こ
と
、

こ
れ
誠
な
り
。
こ
れ
常
に
胸
算
用
し
て
、
随
分
と
始
末
の
良
き
ゆ
え
ぞ
か
し
。

過
ぎ
し
秋
に
京
都
に
お
い
て
加
賀
の
今
春
、
勧
進
能
を
つ
か
ま
つ
り
け
る
に
、

四
日
の
桟
敷
一
軒
を
銀
十
枚
ず
つ
と
定
め
し
に
、
皆
借
り
切
り
て
空
き
所
な

く
、
し
か
も
能
よ
り
前
に
銀
子
渡
し
け
る
」
（
『
胸
』
三
－
１
）
。

　
恒
例
の
四
条
河
原
の
顔
見
せ
芝
居
も
、
「
顔
見
せ
芝
居
の
時
分
は
、
演
じ

る
の
は
同
じ
人
で
あ
っ
て
も
珍
し
く
思
え
、
心
も
浮
き
立
ち
、
今
日
は
あ
の

座
元
〔
筆
頭
役
者
〕
、
明
日
は
こ
の
太
夫
本
〔
筆
頭
役
者
〕
、
そ
の
次
は
『
誰

の
座
に
大
坂
の
若
衆
方
が
で
る
』
と
噂
し
、
水
茶
屋
を
通
じ
て
桟
敷
を
取
ら

せ
、
楽
屋
か
ら
最
辰
の
役
者
に
祝
儀
を
与
え
て
、
『
旦
那
お
い
で
』
と
い
わ

れ
る
ま
で
の
外
聞
を
得
よ
う
と
、
無
用
の
気
を
張
る
。
提
げ
重
箱
の
酒
に
取

り
の
ぼ
せ
て
、
我
が
家
へ
は
帰
ら
ず
、
鴨
川
の
両
岸
の
二
階
座
敷
に
総
踊
り

を
し
、
甲
高
い
声
を
出
し
て
叡
山
へ
も
響
く
ほ
ど
の
騒
ぎ
」
（
『
胸
』
三
－
１
）

で
あ
る
。

　
能
や
芝
居
の
見
物
は
気
晴
ら
し
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
「
は
し
た
銀
の
商
売
人
は
、
た
と
え
気
伸
ば
し
に
芝
居
を
見
る
と

も
、
隣
に
タ
バ
コ
吸
わ
ぬ
所
を
見
つ
け
、
円
座
を
借
り
て
見
た
と
し
て
も
、

役
者
・
若
衆
の
名
は
覚
え
ら
れ
る
も
の
を
」
（
同
）
と
あ
り
、
芝
居
の
役
者

や
若
衆
の
名
を
知
る
こ
と
は
、
商
売
に
ま
つ
わ
る
雑
談
に
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
商
売
が
う
ま
く
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
ち
な
み
に

「
タ
バ
コ
吸
わ
ぬ
所
を
見
つ
け
」
と
は
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
近
く
に
い
て

は
、
タ
バ
コ
を
ね
だ
ら
れ
る
か
ら
と
い
う
吝
嗇
か
ら
で
あ
る
。

　
都
の
色
里
の
島
原
で
の
遊
び
も
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
島
原
の
風
景
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か
ら
見
る
と
、
「
都
の
遊
び
所
の
島
原
の
入
り
口
は
、
小
唄
に
歌
わ
れ
た
朱

雀
の
細
道
と
い
う
野
辺
な
り
。
秋
の
田
の
稔
る
折
節
に
は
、
諸
島
を
驚
か
す

た
め
に
案
山
子
を
こ
し
ら
え
、
古
編
み
笠
を
着
せ
、
竹
杖
を
つ
か
せ
て
置
く

も
、
鳶
も
烏
も
編
み
笠
の
普
段
の
茶
屋
の
焼
き
印
を
見
て
、
供
な
し
の
大
尽

か
と
思
い
、
少
し
も
驚
か
ず
笠
の
上
に
止
ま
り
、
案
山
子
を
粋
ご
か
し
に
合

わ
せ
る
」
（
『
胸
』
ニ
ー
４
）
。

　
前
に
見
た
吝
嗇
で
二
干
貫
蓄
え
た
男
の
跡
を
受
け
た
息
子
は
、
親
父
に
似

て
吝
嗇
で
あ
っ
た
。
こ
の
男
が
、
た
ま
た
ま
島
原
で
遊
び
は
じ
め
る
と
ど
う

な
る
か
。

　
「
揚
げ
屋
の
町
で
上
等
の
女
郎
を
呼
ん
で
の
遊
び
な
ど
思
い
も
よ
ら
ず
、

下
級
の
女
郎
用
の
出
口
の
茶
屋
に
問
い
寄
り
、
藤
屋
彦
右
衛
門
と
い
う
茶
屋

の
二
階
に
上
が
り
、
昼
の
間
は
揚
げ
代
が
九
匁
と
い
う
女
郎
を
呼
ん
で
も
ら

い
、
呑
み
つ
け
ぬ
酒
を
飲
み
、
こ
れ
を
手
習
い
の
は
じ
め
。
情
文
（
な
さ
け

ぶ
み
）
の
や
り
と
り
、
次
第
に
上
級
の
女
郎
に
進
み
、
最
上
級
の
太
夫
を
残

ら
ず
買
い
、
都
の
太
鼓
持
ち
の
四
天
王
に
育
て
ら
れ
、
こ
の
道
に
賢
く
な
り
、

『
扇
屋
の
恋
風
様
』
と
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
、
は
じ
め
て
島
原
を
見
て
か
ら
四

五
年
で
、
二
千
貫
目
は
塵
も
灰
も
な
く
な
り
、
火
吹
く
力
も
な
く
な
り
、
家

名
の
古
扇
の
み
残
り
て
、
『
一
度
は
栄
え
、
一
度
は
衰
る
』
と
身
の
程
を
謡

う
た
い
て
、
一
日
暮
ら
し
せ
し
」
（
『
永
』
一
－
２
）
と
な
る
。

　
そ
の
島
原
へ
は
京
の
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
摂
津
伊
丹
の
酒
作
り
商
人
の

息
子
も
通
う
。
そ
の
息
子
は
吉
野
太
夫
と
約
束
し
て
、
六
人
交
替
に
駕
箭
を

担
が
せ
、
午
前
二
時
の
開
門
に
到
着
す
る
と
、
そ
の
時
の
揚
げ
屋
の
様
子
は
、

「
『
ま
ず
お
行
水
よ
、
白
粥
よ
、
柚
味
噌
・
酒
魅
の
跡
か
ら
、
牡
蛎
の
お
吸
い

物
出
し
て
、
鴨
の
杉
板
焼
き
の
火
鉢
は
す
ぐ
に
座
敷
へ
』
と
、
台
所
に
煙
り

立
ち
続
き
、
亭
主
は
座
敷
に
置
き
矩
燧
を
し
か
け
、
女
房
は
濃
い
茶
を
た
て

て
『
お
気
晴
ら
し
に
』
と
出
す
。
座
を
取
り
な
す
引
舟
女
郎
に
髪
を
撫
で
つ

け
さ
せ
、
太
夫
付
き
の
童
女
の
禿
（
か
ぶ
ろ
）
に
足
の
裏
を
さ
す
ら
せ
、
吉

野
太
夫
に
は
足
の
指
を
一
本
ず
つ
揉
ま
せ
、
よ
そ
の
部
屋
か
ら
聞
こ
え
る
投

げ
節
を
も
肴
に
酒
を
飲
み
か
け
る
、
こ
ん
な
栄
華
は
大
名
で
も
で
き
ぬ
こ
と
。

『
願
わ
く
ば
、
我
が
声
を
聞
く
と
、
京
都
中
の
太
鼓
持
が
霜
の
夜
で
も
裸
で

駆
け
つ
け
、
『
旦
那
が
ご
上
京
な
さ
っ
た
』
と
嬉
し
が
る
ほ
ど
に
、
た
く
さ

ん
の
祝
儀
を
や
り
た
い
。
と
か
く
欲
し
い
物
は
金
銀
ぞ
か
し
。
何
の
算
用
す

る
こ
と
も
な
く
、
遣
い
放
題
に
遣
い
捨
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
遊
興

の
お
も
し
ろ
さ
は
限
り
な
か
ろ
う
。
目
前
の
極
楽
と
は
こ
こ
の
こ
と
、
寝
る

間
は
仏
』
な
ど
と
、
三
つ
重
ね
の
布
団
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
吉
野
太
夫
に
話
し

て
い
る
と
」
（
『
織
』
一
－
―
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
島
原
だ
け
が
京
都
の
性
的
享
楽
の
場
所
で
は
な
い
。
先
ほ
ど
の
芝
居
も
役

者
買
い
の
場
所
だ
し
、
「
京
都
に
上
り
、
野
郎
遊
び
に
打
ち
込
み
、
ま
た
は

東
山
の
茶
屋
女
を
喜
ば
せ
」
（
『
永
』
四
－
４
）
と
あ
る
。

　
京
で
の
商
売
に
も
色
々
あ
り
、
「
銀
一
貫
目
あ
る
と
き
、
山
崎
の
親
の
跡

を
捨
て
、
京
に
上
り
、
大
名
貸
し
の
銀
親
へ
頼
み
、
こ
れ
を
預
け
置
き
」

（
『
織
』
ニ
ー
ー
）
と
の
大
名
貸
し
も
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
江
戸
の
項
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
ま
で
出
店
を
出
す
ほ
ど
の
呉
服
関
係
が
多
い
。
芝

居
で
の
散
財
で
噂
さ
れ
た
い
と
い
う
例
に
も
「
誰
様
の
呉
服
所
」
（
『
胸
』

三
－
―
）
と
か
、
「
都
の
呉
服
棚
の
奥
様
と
い
わ
る
る
ほ
ど
の
人
」
（
『
胸
』

ニ
ー
３
）
と
か
と
あ
る
。
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長
崎
ま
で
出
か
け
て
生
糸
の
買
い
付
け
を
す
る
京
都
の
商
人
で
、
富
裕
に

な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
同
じ
頃
よ
り
長
崎
に
下
り
、
同
じ
糸
商
売
す
る
京
の
人
、
大
分
の
手
前

者
と
な
り
、
今
は
手
代
を
下
し
て
、
そ
の
身
は
都
に
安
楽
に
し
て
、
し
か
も

物
見
・
花
見
・
女
郎
狂
い
も
相
応
に
し
て
、
分
限
な
る
人
は
数
知
れ
ず
。

定
は
ゆ
る
り
と
済
ま
せ
た
、
我
が
家
の
気
楽
さ
。
公
家
に
な
れ
ば
被
り
物
が

う
る
さ
く
、
装
束
が
む
つ
か
し
い
。
大
名
も
腰
の
も
の
を
差
し
て
、
袴
肩
衣

で
嫌
だ
。
町
人
ほ
ど
心
安
き
も
の
は
な
し
。
『
君
が
た
め
春
の
野
に
出
で
、

若
菜
摘
む
』
と
昔
の
人
は
読
み
給
う
た
が
、
『
阿
爺
（
と
と
）
が
た
め
、
ヵ

力
に
若
菜
を
揃
え
さ
せ
』
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
杓
子
果
報
〔
食
物
の
配
分
に

『
こ
れ
は
如
何
な
る
こ
と
に
て
、
か
く
な
り
け
る
ぞ
』
と
尋
ね
し
に
、
『
そ
れ
　
　
恵
ま
れ
る
』
の
我
が
身
』
と
い
う
」
（
『
織
』
六
－
Ｉ
）
の
を
見
か
け
た
。

　
　
　
は
皆
、
商
人
心
と
い
う
も
の
な
り
。
子
細
は
世
間
を
見
合
わ
せ
、
来
年
は
必

　
　
　
ず
騰
が
る
物
を
考
え
、
踏
み
込
ん
で
買
い
置
き
の
思
入
れ
が
合
う
こ
と
か
ら
、

　
　
　
拍
子
良
く
金
銀
か
さ
む
こ
と
ぞ
か
し
。
こ
の
二
つ
物
賭
〔
の
る
か
そ
る
か
の

尚
　
　
賭
〕
せ
ず
し
て
は
、
一
生
替
わ
る
こ
と
な
し
』
」
（
『
胸
』
四
１
４
）
。

　
　
　
　
こ
の
話
は
同
じ
く
長
崎
に
出
向
い
て
生
糸
商
い
を
し
て
も
、
少
し
も
儲
か

　
　
　
ら
ぬ
商
人
と
の
対
比
の
話
で
も
あ
る
。
儲
け
る
こ
と
の
で
き
ぬ
商
人
は
、

一
　
「
長
崎
の
買
い
物
ヽ
京
売
り
の
算
用
し
て
ヽ
少
し
の
違
い
も
な
く
ヽ
後
先
考

奥
　
　
え
て
確
か
な
る
こ
と
に
の
み
か
か
れ
ば
、
算
用
の
外
の
利
を
得
る
こ
と
な
く
、

　
　
　
皆
銀
の
利
払
い
に
廻
さ
ざ
る
を
得
ず
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
京
に
運
ば
れ
た
生
糸
は
、
西
陣
な
ど
で
織
ら
れ
る
。
そ
の
風
景
は
次
の
よ

　
　
　
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　
　
　
公
家
に
仕
え
る
局
（
つ
ぼ
ね
）
女
中
は
、
北
野
神
社
へ
の
代
参
の
帰
り
に
、

　
　
　
「
今
織
り
の
機
織
り
の
音
す
る
門
へ
乗
物
を
止
め
て
、
軒
下
に
休
み
ぬ
。
　
こ

　
　
　
の
家
か
ら
す
り
鉢
の
音
が
聞
こ
え
、
下
女
が
き
び
き
び
と
す
り
鉢
を
摺
っ
て

　
　
　
お
り
、
年
若
の
内
儀
が
腰
掛
け
な
が
ら
美
し
い
手
で
若
菜
を
揃
え
、
鏡
餅
の

　
　
　
名
残
を
雑
煮
に
作
り
、
夫
を
も
て
な
す
風
情
で
あ
っ
た
。
主
人
は
中
の
敷
居

　
　
　
を
枕
に
、
心
地
よ
さ
そ
う
に
手
足
を
延
ば
し
て
寝
、
『
去
年
の
大
晦
日
の
勘

　
西
陣
の
す
べ
て
の
織
屋
が
、
こ
ん
な
に
の
ん
び
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
「
あ
る
時
、
西
陣
の
絹
織
屋
へ
俵
米
を
売
り
初
め
、
置
き
替
え
〔
保
証

金
〕
の
約
束
も
、
年
々
か
さ
み
て
、
算
用
は
合
い
な
が
ら
、
そ
の
銀
が
ふ
さ

が
り
て
、
手
廻
し
な
り
が
た
く
」
（
『
永
』
五
－
２
）
と
い
う
、
保
証
金
だ
け

は
払
う
も
の
の
、
決
済
代
金
は
掛
け
に
し
つ
づ
け
る
よ
う
な
織
屋
も
あ
っ
た
。
　
　
一

ま
た
年
末
に
現
物
の
米
を
納
入
し
、
春
に
代
金
を
利
息
と
と
も
に
受
け
取
る
　
　
1
6
3

方
法
で
ヽ
京
都
の
織
物
屋
仲
間
に
米
を
納
入
し
て
い
た
商
人
に
ヽ
「
諸
職
人
　
　
一

内
談
し
て
、
『
一
石
に
十
三
匁
の
利
銀
を
三
ヶ
月
出
せ
と
い
う
こ
と
は
、
い

か
に
し
て
も
む
ご
い
仕
掛
け
、
年
は
ど
の
よ
う
に
も
越
せ
る
の
で
、
こ
の
米

借
り
る
な
』
と
言
い
合
わ
せ
」
（
『
胸
』
四
－
３
）
る
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
。

　
長
崎
か
ら
の
生
糸
以
外
に
は
、
奈
良
か
ら
の
晒
し
木
綿
が
京
都
の
呉
服
屋

に
運
ば
れ
て
い
る
。
「
商
売
の
晒
し
布
は
、
年
中
京
都
の
呉
服
屋
に
掛
け
売

り
し
、
代
銀
は
毎
年
大
晦
日
に
集
め
、
京
を
大
晦
日
の
夜
半
か
ら
我
先
に
仕

舞
い
次
第
、
松
明
を
灯
し
て
、
南
都
に
入
り
込
む
晒
し
の
銀
、
何
千
貫
目
と

い
う
限
り
も
な
し
」
（
『
胸
』
四
－
２
）
と
あ
る
。

　
他
に
も
江
州
の
麻
布
を
、
近
江
八
幡
の
商
人
の
出
店
の
京
都
四
条
東
洞
院

の
店
で
は
、
毎
年
干
駝
ず
つ
売
り
払
う
（
『
織
』
一
－
４
）
な
ど
と
い
う
例
も
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あ
る
。

　
呉
服
に
関
連
す
る
業
種
、
た
と
え
ば
染
物
屋
な
ど
も
多
い
。
初
め
は
小
さ

な
染
物
屋
て
、
富
貴
を
祈
っ
て
も
甲
斐
が
な
か
っ
た
の
で
、
腹
を
立
て
て
貧

乏
神
を
祭
っ
た
ほ
ど
の
世
帯
で
あ
っ
た
。
喜
ん
だ
貧
乏
神
は
繁
昌
さ
せ
て
や

る
と
、
「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
と
夢
で
教
え
た
。
「
『
我
、
染
物
細
工
な
る
に
、

紅
と
の
夢
の
お
告
げ
は
、
ま
さ
し
く
紅
染
め
の
こ
と
な
る
べ
し
。
し
か
れ
ど

も
こ
れ
は
、
小
紅
屋
と
い
う
人
が
、
大
分
に
仕
込
み
し
て
、
世
の
自
由
を
足

し
ぬ
。
そ
れ
の
み
か
、
近
年
は
砂
糖
染
め
の
薄
紅
ま
で
も
、
し
だ
し
て
い
る
。

深
い
知
恵
者
の
多
い
京
な
れ
ば
、
大
方
の
こ
と
に
て
は
利
を
得
ら
れ
ず
』
と
、

明
け
暮
れ
工
夫
を
し
だ
し
」
、
新
し
い
染
め
方
の
紅
を
発
明
し
て
、
そ
れ
よ

り
裕
福
と
な
っ
た
と
あ
る
（
『
永
』
四
Ｉ
Ｉ
）
。

　
昔
か
ら
の
紅
染
め
は
、
紅
花
を
使
う
も
の
で
、
紅
花
は
近
世
で
は
奥
羽
が

特
産
で
あ
る
。
砂
糖
染
め
は
黒
砂
糖
を
使
用
す
る
も
の
か
と
い
わ
れ
、
黒
砂

糖
は
琉
球
の
特
産
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
京
都
へ
の
流
人
は
、
作
品
に
は
直
接

で
て
こ
な
い
が
、
京
都
へ
送
っ
て
染
料
に
す
る
と
い
う
理
由
で
茶
殻
を
集
め

る
と
い
う
話
は
あ
る
。
こ
れ
は
敦
賀
の
利
助
と
い
う
男
で
、
「
道
な
ら
ぬ
悪

心
起
こ
り
て
、
越
中
・
越
後
に
若
い
者
を
遣
わ
し
て
、
茶
の
出
涸
ら
し
を
買

い
集
め
、
京
の
染
め
物
に
い
る
と
中
し
て
、
呑
み
茶
に
混
ぜ
て
、
人
知
れ
ず

商
売
し
け
れ
ば
、
一
度
は
利
を
得
て
家
は
繁
昌
し
け
る
が
、
天
こ
れ
を
咎
め

給
う
に
や
、
利
助
、
俄
に
乱
人
と
な
る
」
（
『
永
』
四
－
４
）
と
あ
る
。

　
京
都
に
商
人
や
職
人
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
に
使
わ
れ
る
手
代
・
丁
稚
や
弟

子
た
ち
も
多
い
。
西
鶴
が
彼
ら
の
世
界
を
描
く
こ
と
は
そ
う
多
く
は
な
い
が
、

次
の
話
は
少
し
珍
し
い
例
で
あ
る
。

　
「
今
の
都
の
室
町
通
り
〔
金
融
と
商
業
の
中
心
地
で
富
裕
な
家
が
多
い
〕

に
軒
を
並
べ
た
家
名
の
主
、
世
渡
り
に
疎
き
は
な
し
。
こ
の
所
の
手
代
・
若

き
者
ま
で
、
中
京
に
住
み
慣
れ
て
、
世
間
の
沙
汰
も
早
く
聞
き
つ
け
、
人
の

善
悪
を
見
お
よ
び
、
誰
指
南
す
る
と
は
な
し
に
、
自
然
と
万
の
道
を
覚
え
ぬ
。

こ
れ
を
思
う
に
、
人
柄
も
住
所
に
よ
る
な
り
。

　
同
じ
京
で
も
、
姉
が
小
路
の
針
屋
の
弟
子
と
な
る
身
は
、
舞
い
錐
の
せ
わ

し
く
、
耳
穴
〔
針
の
穴
〕
の
明
け
暮
れ
、
分
切
り
の
仕
事
〔
針
金
を
針
の
長

さ
に
切
る
仕
事
〕
に
年
中
暇
な
く
、
御
室
の
桜
・
通
天
の
紅
葉
、
春
秋
も
知

ら
ず
、
七
日
の
祇
園
の
山
鉾
の
有
様
を
遂
に
見
た
こ
と
も
な
く
、
素
麺
・
揉

み
瓜
・
な
ま
す
を
、
祭
の
有
り
難
き
物
と
楽
し
む
外
な
し
。

　
同
じ
年
頃
の
若
い
者
で
も
、
良
い
所
に
主
取
り
す
る
と
、
今
日
は
十
四
日

の
祇
園
、
女
郎
の
紋
日
と
て
揚
屋
を
決
め
置
い
て
呼
び
、
ま
た
茶
屋
に
一
日

遊
び
を
約
束
し
、
あ
る
い
は
風
呂
屋
　
〔
の
湯
女
〕
　
・
素
人
（
は
く
じ
ん
・
私

娼
）
を
忍
び
連
れ
、
一
畳
一
歩
の
借
り
桟
敷
し
て
、
〔
祇
園
祭
の
〕
山
の
渡

る
を
見
せ
け
る
。
未
だ
年
季
奉
公
中
の
小
者
あ
が
り
〔
の
手
代
〕
が
、
ど
こ

で
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
の
か
、
大
分
に
使
う
こ
と
に
ぞ
あ
り
け
る
。

　
同
じ
奉
公
を
し
て
い
る
の
に
、
紙
入
れ
に
金
銀
絶
や
さ
ず
、
『
と
て
も
二

百
目
や
三
百
目
、
私
商
い
〔
自
分
の
才
覚
で
の
商
売
〕
で
も
う
け
た
と
し
て

も
、
我
が
代
の
時
に
は
足
し
に
な
ら
ず
』
と
使
い
捨
て
る
心
と
、
針
屋
の
弟

子
が
お
内
儀
の
里
へ
五
節
句
の
祝
儀
を
運
ん
で
、
包
銭
の
十
文
ず
つ
を
溜
め

て
、
『
一
匁
八
分
も
貯
ま
っ
た
も
の
だ
。
一
生
の
願
い
に
幅
の
狭
い
麻
製
の

赤
い
揮
一
筋
が
ほ
し
い
』
と
思
う
だ
け
の
心
と
、
別
世
界
の
人
ほ
ど
の
差
が

あ
る
」
（
『
織
』
六
－
４
）
と
の
比
較
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
雇
わ
れ
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
男
も
い
る
。

j1
2
　
　
　
「
万
屋
甚
平
と
て
、
出
生
の
京
の
寺
町
三
条
に
て
育
ち
け
れ
ば
、
腹
の
内

ぐ
　
よ
り
都
の
水
を
呑
み
、
諸
人
の
賢
き
こ
と
を
聞
き
な
れ
、
身
過
（
み
す
ぎ
）

　
　
　
は
何
に
し
て
も
、
五
人
こ
二
人
は
世
を
渡
る
べ
き
こ
と
な
る
に
、
よ
う
や
く

　
　
　
女
夫
（
め
お
と
）
の
口
を
過
ぎ
か
ね
し
は
、
口
惜
き
こ
と
ぞ
か
し
。

　
　
　
　
し
か
も
こ
の
男
は
、
帳
の
上
書
き
す
る
ほ
ど
の
達
筆
、
計
算
は
難
し
い
割

　
　
　
り
算
に
も
達
者
、
銀
貨
の
目
利
き
も
で
き
、
長
口
上
も
鮮
や
か
で
、
料
理
も

　
　
　
心
得
、
謡
も
う
ま
く
、
碁
や
将
棋
も
上
手
で
、
随
分
と
人
の
役
に
立
っ
て
い

　
　
　
た
。
と
こ
ろ
が
京
で
は
商
売
が
う
ま
く
い
か
ず
、
春
は
慰
み
本
、
夏
は
扇
子
、

尚
　
秋
は
踊
り
道
具
、
冬
は
紙
子
〔
紙
製
の
衣
服
〕
な
ど
、
そ
の
時
々
の
物
を
仕

　
　
　
入
れ
て
、
こ
の
二
十
年
ば
か
り
江
州
に
通
い
商
い
を
し
、
一
年
の
内
で
女
房

　
　
　
の
顔
を
見
る
の
は
二
十
日
あ
ま
り
。
商
い
の
ご
機
嫌
と
り
に
昼
夜
遊
び
者
と

田
　
な
り
ヽ
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
夫
婦
の
口
過
ぎ
程
度
の
稼
ぎ
に
す
ぎ
な
い
」

奥
　
　
（
『
織
』
一
－
４
）
。

　
　
　
　
ま
た
、
こ
ん
な
夫
婦
者
も
い
る
。

　
　
　
　
「
下
京
七
条
通
り
に
小
家
を
借
り
、
春
夏
は
女
房
に
扇
子
を
折
ら
せ
、
秋

　
　
　
の
末
よ
り
冬
中
は
、
男
、
手
も
み
の
紙
子
を
こ
し
ら
え
て
商
い
し
け
る
に
、

　
　
　
六
条
参
り
の
道
者
〔
本
願
寺
詣
で
の
団
体
客
〕
、
国
の
土
産
に
買
う
。
少
し

　
　
　
は
栄
え
て
元
手
を
し
だ
す
」
（
『
織
』
四
－
Ｉ
）
。
ま
た
「
粟
田
口
明
神
の
宮
の

　
　
　
ほ
と
り
の
笹
葺
き
の
庵
に
、
六
十
余
歳
の
子
の
な
い
夫
婦
。
女
房
は
本
来
は

　
　
　
男
仕
事
の
馬
の
沓
を
作
り
、
大
津
へ
の
馬
方
に
売
り
渡
世
の
た
よ
り
と
し
た
。

　
　
　
男
は
毎
日
京
に
行
き
、
量
り
売
り
で
塩
を
売
り
、
よ
う
よ
う
暮
ら
し
て
い
た
。

　
　
　
家
に
帰
れ
ば
、
栗
栖
野
の
萩
を
柴
と
し
、
山
科
の
里
芋
に
観
修
寺
の
煎
じ
茶
、

こ
れ
を
楽
し
み
と
し
、
世
に
あ
る
人
の
栄
華
を
う
ら
や
む
こ
と
な
し
。
た
だ

年
中
を
夢
の
ご
と
く
過
ご
し
て
、
正
月
に
餅
も
っ
か
ず
、
盆
に
鯖
も
食
わ
ず
、

栗
・
菊
酒
の
用
意
も
せ
ず
、
取
り
集
め
る
掛
け
金
も
な
く
、
人
に
済
ま
せ
る

借
銭
も
な
い
。
さ
て
も
軽
き
身
体
に
て
、
外
か
ら
見
て
は
苦
し
み
、
内
謐
は

楽
介
で
あ
っ
た
」
（
『
織
』
ニ
ー
４
）
。

　
中
に
は
跳
ね
っ
返
り
の
若
者
も
い
る
。

　
「
与
次
兵
衛
〔
荒
木
与
次
兵
衛
。
立
役
、
武
道
事
の
名
人
〕
　
の
顔
見
せ
の

初
日
に
、
左
方
の
二
軒
目
の
桟
敷
に
、
勘
当
切
ら
れ
て
も
か
ま
わ
ぬ
顔
の
若

者
、
五
六
人
も
風
を
作
っ
て
、
芸
子
〔
舞
台
子
〕
に
色
目
を
使
わ
せ
、
下
の

見
物
衆
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
せ
る
。
こ
の
若
者
た
ち
の
噂
を
聞
く
と
、
川
西

〔
職
人
・
小
商
人
の
多
い
場
所
〕
の
や
つ
ら
な
り
。

　
『
中
京
の
衆
〔
冨
家
が
多
い
〕
　
と
同
じ
よ
う
な
大
き
な
顔
が
お
か
し
い
。

黒
羽
織
の
男
は
、
米
屋
に
入
り
聳
し
て
、
十
四
五
も
年
の
違
う
老
い
女
房
。

母
親
に
は
二
升
入
り
の
碓
踏
ま
せ
、
弟
に
は
空
豆
を
売
り
に
歩
か
せ
、
白
柄

の
脇
差
し
と
は
、
や
め
て
ほ
し
い
。

　
そ
の
次
の
玉
虫
色
の
羽
織
は
膠
屋
で
、
ど
こ
の
牛
の
骨
か
わ
か
ら
な
い
の

に
編
す
よ
う
な
衣
装
。
家
は
質
に
入
れ
て
、
借
銀
に
告
訴
さ
れ
、
東
隣
に
無

理
を
言
い
か
け
て
の
境
目
論
争
も
済
ま
な
い
の
に
、
遊
び
に
出
る
と
は
狂
気

の
沙
汰
。

　
三
番
目
の
銀
煤
竹
の
羽
織
着
た
男
は
、
利
息
付
き
の
銀
を
五
貫
目
借
り
て
、

そ
れ
を
敷
銀
に
家
具
塗
師
の
家
に
養
子
に
行
き
、
後
家
親
を
馬
鹿
に
し
て
、

養
父
が
死
ん
で
三
十
五
日
も
た
た
ぬ
に
芝
居
見
る
と
は
、
作
法
に
は
ず
れ
た

男
め
。
米
や
薪
は
当
座
買
い
の
身
上
し
て
、
色
を
売
る
色
子
ど
も
〔
色
を
売
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る
歌
舞
伎
若
衆
〕
を
酒
の
相
手
。
か
わ
い
や
神
な
ら
ぬ
身
の
色
子
ど
も
の
浅

ま
し
さ
、
銀
に
な
る
客
と
思
う
べ
し
。
ど
う
し
て
ど
う
し
て
、
こ
の
四
五
年

は
買
い
掛
け
を
済
ま
せ
た
こ
と
な
し
。

　
あ
の
う
ち
で
染
め
嶋
の
羽
織
着
た
男
、
小
さ
な
銭
店
を
出
し
て
お
り
、
兄

に
は
三
井
寺
の
出
家
が
い
る
が
、
こ
の
年
越
し
を
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
の

他
、
一
人
も
京
の
正
月
す
る
者
は
あ
ら
じ
』
と
指
さ
し
て
笑
う
」
。

　
こ
の
若
者
た
ち
は
、
「
そ
の
後
、
毎
日
の
河
原
通
い
に
、
同
じ
着
物
に
色

も
変
わ
ら
ぬ
羽
織
で
、
色
茶
屋
へ
通
い
、
費
用
の
こ
と
を
い
っ
て
も
勘
定
も

払
わ
ず
、
程
な
く
大
晦
日
と
な
り
、
一
人
は
夜
逃
げ
は
古
い
と
昼
逃
げ
し
、

行
方
知
れ
ず
。
ま
た
一
人
は
狂
人
扱
い
で
座
敷
牢
。
ま
た
一
人
は
自
害
し
損

ね
て
、
穿
繋
の
途
中
」
と
い
う
始
末
と
な
る
（
『
胸
』
三
Ｉ
Ｉ
）
。

　
雇
い
主
の
女
房
に
、
伊
勢
へ
の
抜
け
参
り
を
さ
せ
、
二
人
で
示
し
合
わ
せ

て
遊
ぶ
男
も
い
る
。
抜
け
参
り
の
付
き
添
い
に
と
雇
わ
れ
た
、
三
十
六
七
の

女
が
二
人
を
の
の
し
り
、
「
あ
の
罰
当
た
り
ど
も
め
。
大
事
の
神
参
り
に
、

宿
々
で
夜
の
明
け
る
ま
で
二
人
で
話
し
合
い
、
小
俣
と
い
う
所
か
ら
は
駕
龍

か
き
に
代
参
さ
せ
て
、
自
分
ら
二
人
は
参
ら
ぬ
談
合
。
亭
主
の
あ
る
女
房
を

抜
け
参
り
を
勧
め
、
親
方
に
聞
こ
え
た
ら
追
い
出
さ
る
る
は
知
れ
た
こ
と
。

う
か
つ
に
雇
わ
れ
て
、
足
が
痛
い
の
に
三
人
乗
り
の
馬
に
も
乗
せ
て
く
れ
ず

に
、
先
に
行
き
お
っ
て
」
と
い
う
（
『
織
』
四
１
３
）
。

　
京
の
商
人
が
落
ち
ぶ
れ
て
江
戸
で
稼
ご
う
と
出
か
け
る
話
は
、
江
戸
の
項

で
触
れ
た
。
前
に
西
陣
の
織
屋
の
風
景
を
う
ら
や
ま
し
く
見
て
い
た
局
女
中

の
話
を
見
た
が
、
そ
の
局
女
中
は
町
人
の
女
房
に
あ
こ
が
れ
る
も
の
の
、
結

婚
し
て
も
米
が
飯
に
変
わ
る
の
を
お
か
し
が
り
、
油
で
も
火
が
と
も
る
の
を

不
思
議
が
り
、
何
一
つ
町
人
世
界
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
何
度
結
婚
し

て
も
追
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
次
第
に
没
落
す
る
様
子
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
（
美
形
な
の
で
）
四
条
通
り
の
白
粉
屋
に
置
き
看
板
に
雇
わ
れ
て
も
、
商

い
口
の
き
き
方
を
知
ら
な
い
の
で
追
い
出
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の
恥
を
重
ね
て
、

恥
知
ら
ず
と
な
り
、
東
川
原
の
太
鼓
持
ち
を
男
と
し
、
は
じ
め
の
う
ち
こ
そ

下
女
を
一
人
使
っ
て
い
た
が
、
次
第
に
貧
乏
に
な
り
、
人
の
手
か
ら
貰
う
こ

と
ば
か
り
心
当
て
に
し
て
き
た
の
で
、
年
中
買
い
掛
か
り
を
精
算
し
な
い
た

め
に
、
こ
の
男
は
五
節
句
を
家
で
過
ご
せ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
今
は
鴬
の
局
〔
局
女
中
の
名
前
〕
も
姿
が
変
わ
り
、
浅
黄
色
の
古
袷
の
右

の
片
袖
は
紙
子
で
縫
い
継
ぎ
、
霜
月
の
風
を
し
の
ぎ
、
観
世
紙
緩
り
の
帯
し

て
、
髪
は
な
ら
ず
惺
に
さ
え
結
わ
な
い
で
、
二
十
日
も
湯
浴
み
し
な
い
の
で

毛
虫
の
よ
う
に
な
っ
て
、
爪
も
切
ら
ず
鉄
漿
（
か
ね
）
も
つ
け
ず
、
声
つ
き

も
舌
早
に
う
ら
枯
れ
、
か
く
も
卑
し
く
な
る
も
の
か
な
。
こ
れ
に
つ
れ
て
、

心
ざ
し
も
恐
ろ
し
く
さ
も
し
く
力
り
、
夜
道
を
歩
く
こ
と
も
い
と
わ
ず
、
知

ら
ぬ
男
が
さ
わ
れ
ば
、
渡
世
の
種
に
ね
だ
る
気
に
な
り
、
借
銭
請
い
の
言
葉

質
を
取
り
、
ま
ん
ま
と
女
虎
落
（
お
ん
な
も
が
り
）
〔
女
の
ご
ろ
つ
き
〕
と
呼

ば
れ
た
。

　
賃
仕
事
に
、
さ
し
足
袋
・
元
結
い
用
の
紙
縫
り
（
こ
よ
り
）
、
あ
る
い
は
手

間
縫
い
の
タ
バ
コ
入
れ
、
又
は
組
み
紐
・
線
香
の
上
包
み
、
何
に
て
も
受
け

取
り
て
返
す
こ
と
な
く
売
り
食
い
し
、
八
、
九
年
も
世
を
わ
た
り
ぬ
。
『
そ

こ
の
女
に
物
頼
む
な
』
と
い
わ
れ
て
も
、
都
の
広
さ
は
、
こ
の
邪
（
よ
こ
し

ま
）
で
も
年
を
暮
ら
し
ぬ
」
と
、
鬼
気
迫
る
様
相
に
な
る
（
『
織
』
六
Ｉ
Ｉ
）
。

　
こ
の
他
、
東
寺
あ
た
り
の
里
人
が
初
茄
子
を
売
り
に
来
て
い
る
（
『
永
』
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ニ
ー
ー
）
な
ど
農
民
の
姿
も
あ
る
。
ま
た
差
別
さ
れ
た
人
び
と
も
い
た
が
、

j1
4
　
封
建
時
代
の
観
念
か
ら
西
鶴
は
そ
れ
に
わ
ず
か
に
触
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

ぐ
　
　
そ
こ
に
踏
み
込
ん
で
人
間
を
描
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と

　
　
　
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
暮
ら
す
京
都
は
、
「
惣
じ
て
類
を
も
っ
て
集
ま
り
、
商
売

　
　
　
店
も
、
二
条
通
り
に
鮫
・
木
薬
・
書
物
屋
あ
り
と
、
諸
国
の
人
も
見
及
び
、

　
　
　
烏
丸
に
烏
帽
子
折
り
は
年
を
経
た
る
こ
と
に
て
、
伊
勢
神
楽
の
勧
進
祢
宜
・

　
　
　
鹿
嶋
明
神
の
言
触
れ
、
頭
に
烏
帽
子
か
づ
く
ほ
ど
の
者
は
知
ら
ぬ
と
い
う
こ

　
　
　
と
な
く
、
歩
き
万
歳
・
舞
い
舞
い
ま
で
も
、
入
り
用
の
と
き
に
は
こ
こ
に
行

　
　
　
き
て
」
（
『
織
』
四
－
１
）
と
い
う
よ
う
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

尚
　
　
京
都
は
「
花
の
都
」
（
『
胸
』
四
－
１
）
で
あ
り
、
「
都
の
栄
華
」
（
『
永
』

　
　
　
六
－
４
）
と
人
び
と
の
あ
こ
が
れ
の
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
繁
栄
は
公
家
・

　
　
　
寺
社
・
西
国
大
名
の
京
屋
敷
と
い
う
消
費
人
口
を
抱
え
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ

田
　
　
う
が
ヽ
最
大
の
理
由
は
洗
練
さ
れ
た
感
覚
に
基
づ
く
呉
服
の
生
産
と
ヽ
そ
の

奥
　
関
連
業
種
の
集
積
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
は
前
代
ま
で
政
治
の
中

　
　
　
心
に
位
置
し
た
、
と
い
う
事
情
が
も
た
ら
し
た
富
の
集
積
を
背
景
と
し
た
の

　
　
　
で
あ
る
。

三
　
奈
良
の
町
、
伏
見
の
町
、
大
津
の
町

　
〈
奈
良
の
町
〉

　
京
都
の
項
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
奈
良
の
町
人
に
は
特
産
品
の
晒
し
布
の

商
人
が
多
い
。
京
都
か
ら
「
南
都
に
入
り
込
む
晒
し
の
銀
、
何
千
貫
目
と
い

う
限
り
も
な
し
」
（
『
胸
』
四
－
２
）
で
あ
っ
た
。
奈
良
の
大
晦
日
、
元
日
の

様
子
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
奈
良
の
大
晦
日
の
夜
は
、
大
坂
・
京
よ
り
格
別
に
静
か
で
、
掛
け
乞
い

の
者
も
あ
る
だ
け
で
済
ま
し
、
『
こ
の
節
季
に
は
な
ら
ぬ
』
と
い
う
と
、
そ

の
ま
ま
で
帰
り
、
再
度
来
る
こ
と
は
な
い
。
差
引
勘
定
は
奈
良
で
は
四
ッ

〔
午
後
十
時
〕
　
に
は
終
い
、
正
月
気
分
に
な
っ
て
、
家
々
に
庭
囲
炉
裏
（
に

わ
い
ろ
り
）
と
て
、
釜
を
掛
け
て
焚
き
火
し
て
、
庭
に
敷
物
し
て
、
家
内
の

旦
那
も
下
人
も
一
つ
に
な
っ
て
楽
居
し
て
、
普
段
の
居
間
は
明
け
て
お
き
、

竹
の
輪
に
入
れ
て
形
を
整
え
た
丸
餅
を
焼
い
て
食
べ
る
の
も
、
卑
し
か
ら
ず

福
相
で
あ
る
。

　
さ
て
ま
た
、
都
の
外
の
宿
の
男
の
者
ど
も
〔
賤
民
〕
、
大
乗
院
御
門
跡
の

家
来
の
因
幡
と
い
う
人
の
許
で
、
例
に
ま
か
せ
て
祝
い
始
め
、
『
富
々
、

富
々
』
と
町
中
を
駆
け
め
ぐ
れ
ば
、
家
毎
に
餅
に
銭
添
え
て
取
ら
せ
け
る
。

大
坂
な
ど
の
厄
払
い
に
同
じ
。
夜
も
明
け
方
の
元
日
に
『
俵
迎
え
、
俵
迎

え
』
と
売
る
の
は
、
板
に
押
し
九
大
黒
殿
な
り
。
二
日
の
曙
に
『
恵
比
須
迎

え
』
と
売
る
。
三
日
の
明
け
方
に
『
毘
沙
門
迎
え
』
と
売
る
。
毎
朝
三
が
日

は
福
の
神
を
売
る
ぞ
か
し
。

　
さ
て
元
日
の
礼
儀
、
世
間
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
ま
ず
春
日
大
明
神
に
参

詣
す
る
に
、
一
家
一
門
末
々
ま
で
の
親
類
を
引
き
連
れ
、
ざ
ざ
め
き
た
る
。

こ
の
と
き
、
一
門
の
広
さ
ほ
ど
外
聞
に
見
え
け
る
。
何
国
に
て
も
、
富
貴
人

こ
そ
う
ら
や
ま
し
け
れ
」
（
『
胸
』
四
－
２
）
。

　
ま
さ
に
奈
良
の
富
貴
人
は
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
京

都
の
観
世
太
夫
の
勧
進
能
の
桟
敷
を
「
奈
良
・
大
津
・
伏
見
も
、
人
は
替
わ

ら
ね
ど
、
こ
の
桟
敷
、
一
軒
も
取
ら
ず
」
と
あ
り
、
経
済
文
化
力
で
は
京
・
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大
坂
・
堺
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

　
ま
た
伊
勢
参
宮
に
も
、
「
あ
れ
は
奈
良
か
ら
の
参
り
、
皆
、
お
歴
々
　
〔
富

裕
な
お
歴
々
〕
に
見
え
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
始
末
な
る
参
り
な
り
。
何
ほ
ど

口
で
銭
乞
う
て
も
、
あ
の
仲
間
か
ら
は
一
文
以
上
は
も
ら
え
ぬ
」
（
『
織
』

四
－
３
）
と
、
銭
乞
い
の
比
丘
尼
に
も
評
判
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
堺
か
ら
松
原
を
通
っ
て
奈
良
へ
、
二
十
四
五
年
も
蛸
だ
け
を
売

り
に
通
う
魚
屋
の
話
か
お
る
。
鮒
の
足
を
一
本
切
り
取
っ
て
七
本
に
し
て
売

り
、
さ
ら
に
六
本
に
し
て
売
っ
て
、
そ
の
Ｉ
、
二
本
の
足
を
途
中
の
松
原
の

煮
売
り
屋
に
売
っ
た
。
足
の
Ｉ
、
二
本
の
不
足
に
気
づ
い
た
奈
良
の
町
人
は

な
く
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
の
は
碁
を
う
っ
て
い
る
暇
な
隠
居
だ
け
だ
っ
た
、

と
あ
る
（
『
胸
』
四
－
２
）
。
こ
れ
も
京
・
大
坂
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
奈
良
は

世
知
辛
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
同
じ
話
の
末
尾
に
は
、
奈
良
の
浪
人
者
が
流
人
す
る
京
か
ら
の
晒
し
布
の

代
金
を
強
奪
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
、
生
駒
越
え
の
暗
峠
（
く
ら
が
り
と

う
げ
）
で
大
坂
帰
り
の
人
の
荷
物
を
強
奪
し
て
み
る
と
、
そ
の
荷
物
は
数
の

子
で
あ
っ
た
と
い
う
話
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
奈
良
の
町
人
は
、
奈
良
晒
し
と
い
う
地
場
産
業
に
か
か
わ
り
、

そ
の
集
散
に
よ
っ
て
富
を
得
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
。

　
〈
伏
見
の
町
〉

　
「
昔
に
伏
見
を
徳
川
家
康
が
居
城
と
し
て
い
た
こ
ろ
　
〔
慶
長
の
初
年
、
約

九
十
五
年
前
〕
、
諸
大
名
の
御
成
門
が
軒
を
並
べ
て
輝
き
、
金
銀
珠
玉
を
ち

り
ば
め
、
珊
瑚
細
工
の
紅
梅
・
五
色
の
浮
き
雲
も
見
事
に
、
龍
は
さ
な
が
ら

動
く
か
と
見
え
、
虎
は
そ
の
ま
ま
駆
け
る
か
の
勢
い
、
越
前
殿
〔
結
城
秀

康
〕
の
御
門
に
は
、
ま
だ
見
ぬ
唐
土
の
二
十
四
孝
の
美
形
を
彫
り
物
に
、
そ

の
清
ら
か
な
る
こ
と
は
言
葉
に
述
べ
が
た
し
」
と
い
わ
れ
た
伏
見
も
、
「
そ

の
時
の
繁
昌
に
変
わ
り
、
屋
形
の
跡
は
芋
畑
と
な
り
、
見
る
に
寂
し
き
桃
林

に
、
花
咲
く
春
に
は
人
も
住
む
か
と
思
わ
れ
け
る
。
常
は
昼
に
も
編
幅
も
飛

ん
で
、
蛍
さ
え
出
ず
べ
き
風
情
な
り
。
京
街
道
は
昔
残
り
て
、
店
の
付
き
た

る
家
も
あ
り
。
片
脇
は
崩
れ
次
第
に
、
人
の
気
も
絶
え
て
、
一
町
に
三
所
ば

か
り
、
か
す
か
な
る
朝
夕
の
煙
、
蚊
帳
な
し
の
夏
の
夜
、
布
団
持
た
ず
の
冬

を
よ
う
よ
う
に
送
り
ぬ
。
葛
箭
（
つ
づ
ら
）
　
・
吹
き
矢
の
細
工
人
は
、
ま
だ

し
も
お
歴
々
〔
富
裕
者
〕
な
り
。
削
ぎ
板
屋
根
の
重
し
石
用
の
竹
の
輪
作
り
、

扇
の
要
を
刻
み
、
灸
の
箸
作
り
、
荷
縄
を
な
い
、
売
っ
た
と
こ
ろ
で
、
紬
き

命
は
つ
な
が
れ
ま
じ
く
、
う
き
世
に
住
む
に
哀
れ
な
る
者
多
し
」
と
い
う
落

ち
ぶ
れ
よ
う
で
あ
っ
た
（
『
永
』
三
－
３
）
。

　
ま
た
、
「
都
に
つ
づ
く
伏
見
の
里
、
通
り
筋
の
外
の
今
の
淋
し
さ
、
こ
と

さ
ら
に
秋
は
物
哀
れ
に
、
垣
根
に
咲
き
た
る
朝
顔
の
茶
の
湯
の
沙
汰
も
絶
え

て
、
手
釣
瓶
の
縄
を
た
ぐ
り
捨
て
か
け
た
り
。
萩
は
見
る
人
も
な
き
昼
の
錦
、

玉
芙
蓉
の
枝
に
泣
く
子
の
椎
権
（
む
っ
き
）
〔
お
む
つ
〕
な
ど
干
し
け
る
。
昔

の
春
は
日
暮
ら
し
の
御
門
と
眺
め
し
所
も
、
間
引
き
菜
の
畑
と
な
り
、
両
替

町
と
い
い
し
所
も
、
今
は
銭
が
百
あ
り
そ
う
な
る
家
な
く
、
三
文
の
油
、
一

文
ず
つ
の
塩
売
り
、
赤
鰯
さ
え
年
越
し
に
見
え
る
ば
か
り
。
京
ヘ
ー
里
の
道

な
れ
ば
、
女
の
足
に
て
も
夕
食
過
ぎ
よ
り
行
き
帰
る
所
を
、
貧
に
か
ら
ま
れ

た
れ
ば
、
大
方
の
妻
子
は
大
仏
〔
東
山
方
広
寺
の
大
仏
〕
の
顔
を
見
ぬ
人
ば

か
り
な
り
」
（
『
織
』
五
１
３
）
と
も
あ
る
。

　
貧
窮
目
を
覆
う
ば
か
り
と
い
う
伏
見
で
あ
り
、
伏
見
を
舞
台
に
し
た
話
は
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二
つ
と
も
に
、
貧
し
い
人
び
と
を
対
象
と
す
る
零
細
な
質
屋
の
話
で
あ
る
。

j1
6
　
　
し
か
し
、
出
羽
酒
田
の
米
問
屋
に
諸
国
の
商
人
が
集
ま
っ
た
部
分
に
、
「
十

ぐ
　
人
よ
れ
ば
十
国
の
客
、
難
波
津
の
人
あ
れ
ば
、
播
州
網
干
の
人
も
あ
り
。
山

　
　
　
背
の
伏
見
衆
、
京
・
大
津
・
仙
台
・
江
戸
の
入
、
入
り
混
じ
り
て
の
世
間

　
　
　
話
」
（
『
永
』
ニ
ー
５
）
、
京
の
観
世
の
勧
進
能
の
桟
敷
に
つ
い
て
の
「
奈
良
・

　
　
　
大
津
・
伏
見
も
、
人
は
替
わ
ら
ね
ど
、
こ
の
桟
敷
、
一
軒
も
取
ら
ず
」

　
　
　
（
『
永
』
四
－
５
）
と
あ
り
、
富
裕
な
商
人
も
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
西
鶴
の
描
く
伏
見
は
、
「
東
に
城
跡
の
山
深
く
、
初
茸
狩
り
せ
し
人
も
、

　
　
　
皆
遊
興
に
は
あ
ら
ず
、
二
条
の
八
百
屋
よ
り
初
茸
を
た
ず
ね
さ
せ
け
る
。
万

尚
　
　
の
虫
を
取
っ
て
売
る
な
ど
、
身
過
ぎ
は
草
の
種
ぞ
か
し
。
こ
の
数
千
軒
、
何

　
　
　
を
し
て
世
を
渡
る
と
も
見
え
ざ
り
し
に
、
朝
夕
の
煙
立
ち
け
る
は
、
せ
め
て

　
　
　
も
大
川
〔
淀
川
〕
の
船
着
き
場
に
て
、
値
（
と
も
）
か
ら
舶
先
（
へ
さ
き
）
ほ

ｍ
　
　
ど
の
細
き
身
代
の
揖
を
取
っ
て
ヽ
手
ぐ
ら
ま
ぐ
ら
に
゛
当
座
し
の
ぎ
に
゛
年

奥
　
波
を
渡
り
け
る
」
（
『
織
』
五
－
４
）
と
貧
し
く
、
京
か
ら
大
坂
へ
の
交
通
路

　
　
　
の
船
着
き
場
を
重
視
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
京
か
ら
は
陸
路
で
伏
見
へ
、

　
　
　
そ
こ
で
船
に
乗
り
換
え
て
大
坂
へ
と
い
う
の
が
、
基
本
的
な
交
通
路
で
あ
り
、

　
　
　
西
鶴
に
と
っ
て
は
単
な
る
交
通
路
上
の
通
過
点
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
〈
大
津
の
町
〉

　
　
　
　
「
こ
の
所
〔
大
津
〕
は
北
国
の
船
着
き
場
に
し
て
、
こ
と
さ
ら
東
海
道
の

　
　
　
繁
昌
、
馬
次
（
う
ま
っ
ぎ
）
〔
馬
継
ぎ
〕
　
・
替
え
駕
箭
、
車
を
轟
か
し
、
人
足

　
　
　
の
働
き
。
蛇
の
鮨
・
鬼
の
角
細
工
、
何
を
し
て
も
売
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
近
年
、
問
屋
町
長
者
の
如
く
、
屋
造
り
昔
に
変
わ
り
、
二
階
に
撥
音
や
さ
し

　
　
　
く
、
芝
屋
町
よ
り
白
女
（
し
ゃ
れ
お
ん
な
）
呼
び
寄
せ
、
客
の
遊
興
、
昼
夜

の
限
り
も
な
く
、
天
秤
の
響
き
わ
た
り
、
金
銀
も
あ
る
所
に
は
瓦
石
の
ご
と

し
」
（
『
永
』
ニ
ー
２
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
津
は
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

　
伏
見
の
項
に
引
用
し
た
が
、
出
羽
酒
田
の
米
問
屋
に
集
ま
る
諸
国
の
商
人

の
中
に
も
「
京
・
大
津
・
仙
台
・
江
戸
の
人
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
米
商
人
と
、

池
の
川
と
い
う
針
屋
く
ら
い
が
、
具
体
的
な
職
種
の
わ
か
る
例
で
あ
る
。
針

屋
は
娘
を
京
へ
や
る
縁
談
に
、
銀
二
千
枚
〔
銀
八
六
貫
目
・
小
判
千
四
百
三

十
三
両
〕
を
持
参
金
と
し
、
醤
油
の
量
り
売
り
の
男
に
、
「
人
の
内
誼
は
知

れ
ぬ
も
の
、
こ
の
大
津
に
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
」
と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い

る
（
『
永
』
ニ
ー
２
）
。

　
こ
の
『
永
』
ニ
ー
２
は
、
大
津
の
醤
油
売
り
の
男
が
、
大
津
の
町
を
歩
き

ま
わ
っ
て
の
見
聞
が
軸
と
な
っ
て
い
る
。
関
寺
に
は
森
山
玄
好
と
い
う
医
者

か
お
り
、
薬
も
よ
く
知
り
、
見
立
て
も
上
手
だ
っ
た
が
、
誰
も
呼
ん
で
く
れ

な
か
っ
た
た
め
に
貧
乏
で
、
碁
会
所
を
し
て
一
番
に
三
銭
ず
つ
の
茶
代
を
取

り
、
そ
れ
で
よ
う
や
く
生
活
し
て
い
た
。

　
馬
屋
町
に
は
坂
本
仁
兵
衛
と
い
う
大
商
人
が
い
た
が
、
次
第
に
貧
乏
に
な

り
、
家
と
蔵
を
売
っ
て
残
っ
た
二
十
八
貫
目
を
元
手
に
、
商
売
を
三
十
四
五

度
も
変
え
た
が
、
そ
の
元
手
も
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。
「
一
つ
も
埓
の
明
か

ぬ
男
。
貧
乏
神
の
社
人
に
な
れ
」
と
、
一
門
か
ら
も
見
限
ら
れ
た
。

　
松
本
町
に
は
後
家
か
お
り
、
一
人
娘
に
黄
唐
茶
色
〔
黄
褐
色
〕
の
振
り
袖

に
菅
笠
を
着
せ
て
、
言
葉
を
少
し
誂
ら
せ
て
「
抜
け
参
り
に
ご
合
力
」
と
、

お
伊
勢
さ
ま
を
売
り
物
に
し
て
、
こ
こ
十
二
三
年
も
同
じ
嘘
で
世
渡
り
を
し

て
い
た
。

　
ま
た
、
伊
勢
参
り
の
話
で
は
、
銭
乞
い
の
比
丘
尼
に
、
無
理
に
歌
を
歌
わ
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せ
、
付
近
の
名
所
ま
で
話
さ
せ
て
、
そ
の
上
で
銭
も
や
ら
ず
、
「
比
丘
尼
も
、

我
ら
が
顔
を
よ
く
見
知
っ
て
お
い
て
、
石
山
寺
へ
参
っ
た
ら
寄
り
や
」
と
い

い
捨
て
て
、
逃
げ
て
い
く
成
人
前
の
飛
び
上
が
り
の
若
者
四
人
の
話
が
あ
る
。

そ
れ
は
大
津
の
浜
辺
の
者
ど
も
で
あ
っ
た
（
『
織
』
四
－
３
）
。

　
他
に
は
、
「
昔
、
大
津
に
て
千
貫
目
の
借
銭
を
負
い
け
れ
ば
、
世
に
な
き

こ
と
と
申
せ
し
に
、
近
年
、
京
・
大
坂
に
三
千
貫
・
二
千
五
百
貫
目
の
分
散

〔
倒
産
〕
、
い
ず
れ
も
遠
国
の
小
さ
き
所
に
は
な
い
こ
と
ぞ
か
し
。
な
ら
び
な

き
大
湊
な
れ
ば
こ
そ
、
貸
す
人
も
あ
り
、
借
る
も
こ
れ
ほ
ど
ま
で
は
商
人
中

の
商
人
な
り
」
（
『
永
』
二
千
４
）
と
か
、
「
昔
、
大
津
に
千
貫
目
の
差
し
引
き

〔
借
金
〕
を
、
世
界
に
な
き
こ
と
と
噂
せ
し
に
、
近
年
、
京
・
大
坂
に
三
千

五
百
貫
目
・
四
千
貫
目
の
分
散
も
、
さ
の
み
大
分
と
い
う
人
な
く
、
そ
の
時

代
に
て
、
物
事
手
広
く
な
り
ぬ
」
（
『
永
』
六
－
４
）
と
か
と
あ
る
。
ど
ん
な

商
売
で
の
借
金
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
津
が
こ
の
よ
う
な
例
に
あ
げ
ら
れ

る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
発
展
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
発
展
は
す
で

に
見
た
よ
う
に
、
交
通
の
要
衝
に
あ
た
る
こ
と
に
あ
り
、
京
都
の
東
方
と
北

方
の
出
口
と
し
て
の
地
理
的
重
要
性
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め
に
か
え
て

　
元
禄
期
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
江
戸
、
京
都
な
ど
の
様
相
を

西
鶴
の
町
人
三
部
作
か
ら
再
構
成
し
た
だ
け
な
の
で
、
ま
と
め
る
必
要
は
な

か
ろ
う
。
再
構
成
し
て
み
て
の
筆
者
の
感
想
を
い
く
つ
か
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
西
鶴
作
品
に
は
武
家
物
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
別
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
江
戸
以
外
の
都
市
で
は
ほ
と
ん
ど
武
士
が
登
場
し
な
い
。
西
鶴
が
身
を
置

い
た
場
所
が
大
坂
で
あ
り
、
大
坂
に
は
短
期
で
交
代
す
る
大
坂
城
代
し
か
、

武
士
勢
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
理
由
も
あ
ろ
う
。
加
え
て
お
そ
ら
く
は
ま
だ

武
士
階
級
は
安
定
し
て
お
り
、
大
名
貸
し
は
多
く
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
安
定
し
た
金
儲
け
と
い
う
側
面
で
描
か
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
武
士
と
商
人
の
間
に
対
立
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
京
都
の
項
で
み
た
よ
う
に
、
西
鶴
は
手
工
業
者
が
嫌
い
で
、
商
人

が
大
好
き
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
手
工
業
者
が
徒
弟
制
の
枠
内
で
、

新
し
い
工
夫
な
ど
を
す
る
余
地
が
少
な
く
、
「
才
覚
」
を
働
か
せ
る
部
分
が

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
紙
幅
の
都
合
で
省
略
し
て
し
ま
っ
た
が
、
京
都
の
庶
民
を
描
い
た
家
主
の

女
房
と
借
家
人
の
女
房
の
喧
嘩
の
話
な
ど
、
今
で
も
あ
り
そ
う
な
話
が
あ
る
。

士
・
農
・
工
・
商
・
獄
多
非
人
と
い
う
身
分
制
社
会
の
枠
組
み
と
そ
れ
に
立

脚
す
る
政
治
、
自
然
経
済
を
根
底
と
す
る
封
建
経
済
、
こ
う
し
た
社
会
の
枠

組
み
が
、
ど
の
よ
う
に
庶
民
の
意
識
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
が
把
握

で
き
な
い
よ
う
な
ら
、
自
分
の
歴
史
学
的
感
性
を
疑
う
べ
き
だ
、
と
い
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。

　
西
鶴
が
手
工
業
者
を
嫌
う
の
は
、
士
・
農
・
工
・
商
と
い
う
身
分
制
の
中

で
、
身
分
的
低
位
置
に
置
か
れ
た
商
人
西
鶴
が
、
直
上
身
分
の
手
工
業
者
に

対
し
て
い
わ
れ
な
き
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
る
た
め
だ
、
な
ど
と
無
理
に
報
告

し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
身
分
制
的
な
重
圧
な
ど
西
鶴
は
感
じ
て
い
な
か
っ

た
と
、
当
時
内
心
で
は
思
っ
て
い
た
の
に
。
今
ま
た
西
鶴
を
読
ん
で
改
め
て
、
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社
会
と
意
識
の
対
応
の
問
題
を
感
じ
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
学
内
共
同
研
究
「
大
阪
の
歴
史
的
役
割
の
研
究
－
近
代
化

の
前
提
と
そ
の
特
質
の
究
明
－
」
（
宇
田
正
代
表
）
の
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
同
研
究
班
か
ら
出
版
さ
れ
る
刊
行
物
（
題
名
未
定
）
も
参
照
さ
れ

た
い
。
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